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若葉地区林野火災は４月９日に発生した。
炎燃えさかる灼熱の森で、必死に消火活
動を行う八戸北消防署の岸副士長

勇
ま
し
き

火
消
し
精
神

火
災
は
一
瞬
に
し
て
多
く
の
も
の
を
焼
き
尽
く
す
。

そ
の
恐
ろ
し
さ
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。

火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
、
そ
し
て
防
ぐ
よ
う
、

消
防
署
や
消
防
団
は
命
を
懸
け
て
活
動
に
あ
た
る
。

恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、

地
域
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
―
。

そ
し
て
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
―
。

　

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
と

し
て
活
躍
す
る
北
向
由
樹
さ
ん
は
、

五
月
二
十
日
に
故
郷
の
お
い
ら
せ
へ

一
時
帰
省
し
た
。

　

昨
年
、
明
治
大
学
か
ら
埼
玉
ブ
ロ

ン
コ
ス
へ
入
団
し
た
北
向
さ
ん
は
、

チ
ー
ム
で
「
ポ
イ
ン
ト
ガ
ー
ド
」
と

い
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
務
め
る
。
攻
撃

の
と
き
に
は
ド
リ
ブ
ル
で
ボ
ー
ル
を

確
実
に
敵
陣
へ
運
ぶ
。
味
方
の
得
点

を
ア
シ
ス
ト
し
、
自
ら
も
果
敢
に
得

点
を
狙
う
役
割
だ
。
チ
ー
ム
の
「
司

令
塔
」
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担

う
。
昨
年
は
重
要
な
試
合
で
多
く
の

得
点
を
重
ね
、
大
活
躍
し
た
。

　

北
向
さ
ん
の
身
長
は
一
八
四
㌢

と
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
と
し

て
は
決
し
て
長
身
で
は
な
い
。
そ
れ

で
も
持
ち
前
の
運
動
量
と
ス
ピ
ー

ド
、
そ
し
て
厳
し
い
練
習
を
重
ね
、

チ
ー
ム
の
中
心
選
手
に
な
っ
て
い
っ

た
。

　

チ
ー
ム
の
中
で
は
若
手
の
北
向
さ

ん
は
、
プ
ロ
と
し
て
の
シ
ー
ズ
ン
一

年
目
を
終
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
び
取
っ
た
と
い
う
。
特
に
ベ
テ

ラ
ン
選
手
や
外
国
人
選
手
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
ス
ピ
ー
ド
や
技
術
だ
け

で
な
く
、「
大
人
と
し
て
の
考
え
方
」

を
学
ん
で
い
っ
た
そ
う
だ
。
人
へ
の

敬
い
を
大
切
に
し
、
良
い
意
味
で
ラ

イ
バ
ル
心
を
常
に
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
取
っ
た
。そ
の
こ
と
こ
そ
、

お
互
い
の
力
を
高
め
合
う
た
め
に
絶

対
に
必
要
な
こ
と
だ
と
、
北
向
さ
ん

は
力
強
く
語
る
。

　

北
向
さ
ん
は
お
い
ら
せ
の
子
ど
も

た
ち
に
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
高
い
目

標
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え

る
。
そ
し
て
「
努
力
を
重
ね
れ
ば
夢

は
絶
対
に
か
な
う
。
あ
き
ら
め
な
い

で
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く

れ
た
。

みんなに

夢は必ずかなうもの
プロで気付いたバスケの真髄

教えたくなる

この 人
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卒業後、バスケットボールの名門
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四
月
九
日
十
二
時
四
十
分
過
ぎ
、
火
災

発
生
の
放
送
が
け
た
た
ま
し
く
町
内
に
響

き
渡
る
―
。
町
北
部
の
若
葉
地
区
で
発
生

し
た
林
野
火
災
を
知
ら
せ
る
放
送
だ
。

　

町
の
消
防
担
当
者
た
ち
は
、
役
場
本
庁

舎
内
で
あ
わ
た
だ
し
く
動
く
。
現
場
の
火

災
状
況
を
電
話
で
確
認
す
る
職
員
、
現
場

へ
駆
け
つ
け
る
準
備
を
す
る
職
員
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
分
担
し
な
が
ら
動
く
。

　

消
防
担
当
の
小
向
正ま

さ

志し

主
任
主
査
は
、

職
員
の
運
転
す
る
消
防
指
令
車
に
乗
り
込

み
、
急
い
で
火
災
現
場
へ
向
か
っ
た
。
小

向
主
任
主
査
は
時
折
「
道
を
空
け
て
く
だ

さ
い
」
と
放
送
し
、
ほ
か
の
車
と
の
衝
突

を
避
け
な
が
ら
現
場
へ
向
か
う
。

　

お
よ
そ
五
分
後
、
消
防
指
令
車
は
火
災

現
場
に
到
着
し
た
。
現
場
に
は
八
戸
北
消

防
署
や
消
防
団
の
車
両
が
到
着
し
、
今
ま

さ
に
消
火
活
動
を
開
始
す
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
消
防
署
員
は
何
本
も
の
ホ
ー
ス
を
つ

な
ぎ
、
急
い
で
消
火
活
動
に
あ
た
る
。
消

防
団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ン
プ
車
に
素
早

く
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
、
中
継
の
準
備
を
整

え
る
。
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
住
民
が
集

割
分
担
し
な
が
ら
交
通
整
理
に
あ
た
っ
て

い
る
。

　

必
死
の
消
火
活
動
か
ら
お
よ
そ
四
十
分

後
、
炎
は
消
え
た
。
消
火
の
後
も
、
く
す

ぶ
り
続
け
る
地
面
を
、
消
防
団
員
は
丁
寧

に
火
種
を
消
し
て
い
る
。

　

消
火
活
動
が
終
わ
る
と
、
消
防
団
員
は

本
部
旗
の
周
り
に
集
合
し
、
消
火
活
動
の

結
果
を
そ
れ
ぞ
れ
報
告
す
る
。
ほ
ど
な
く

し
て
、
町
内
に
火
災
の
鎮
火
を
知
ら
せ
る

放
送
が
鳴
り
響
い
た
。

　

こ
う
し
て
四
月
九
日
の
若
葉
地
区
林
野

火
災
は
終
わ
っ
た
。
お
よ
そ
二
十
三
㌃
の

山
林
を
焼
き
尽
く
し
た
が
、
人
命
に
被
害

は
な
か
っ
た
。
消
防
、
消
防
団
、
住
民
の

見
事
な
連
携
に
よ
っ
て
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

消
す
た
め
に
、
丁
寧
に
、
そ
し
て
迅
速
に

放
水
す
る
。
炎
が
燃
え
広
が
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
、
炎
の
周
り
に
も
丹
念
に
水
を
か

け
て
い
く
。
時
折
先
輩
か
ら
「
こ
っ
ち
さ

か
げ
ね
ぇ
ば
わ
が
ね
ぇ
（
こ
っ
ち
に
か
け

な
い
と
だ
め
だ
）」
と
、
大
き
な
声
で
指

示
を
受
け
る
。

　

炎
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
分
厚
い
防
火

衣
を
着
な
が
ら
、
汗
だ
く
で
必
死
に
消
火

活
動
を
行
う
岸
副
士
長
の
表
情
は
、
真
剣

そ
の
も
の
だ
。　

　

そ
の
後
方
で
は
、
消
防
団
員
が
絶
え
ず

水
を
供
給
す
る
。
ポ
ン
プ
車
の
操
作
も
、

日
々
の
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
る
た
め
に

ス
ム
ー
ズ
だ
。
ポ
ン
プ
車
は
道
路
に
止
ま

っ
て
い
る
た
め
、車
は
片
側
通
行
に
な
る
。

事
故
を
避
け
る
た
め
に
、
消
防
団
員
は
役

ま
り
、
燃
え
広
が
る
炎
を
心
配
そ
う
に
見

つ
め
て
い
る
。

　

火
災
現
場
は
杉
の
木
が
う
っ
そ
う
と
茂

る
山
林
だ
っ
た
。
炎
は
猛
烈
に
燃
え
さ
か

り
な
が
ら
、
激
し
く
煙
を
上
げ
て
い
る
。

少
し
近
づ
く
だ
け
で
、
肌
を
焦
が
さ
れ
そ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
人
を
寄
せ
付
け
ぬ

「
灼
熱
地
獄
」
だ
。

　　

放
水
用
の
ホ
ー
ス
が
連
結
さ
れ
、
消
火

準
備
が
整
っ
た
。
八
戸
北
消
防
署
の
岸き

し

祐ゆ
う

也や

副
士
長
は
、
ホ
ー
ス
を
手
に
し
て
火
元

に
近
づ
く
。そ
し
て
勢
い
よ
く
放
水
す
る
。

　

放
水
し
て
も
、
燃
え
さ
か
る
炎
は
す
ぐ

に
消
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
確
実
に
火
を

正
午
に
鳴
り
響
い
た
火
災
放
送

現
場
は
肌
を
も
焦
が
す
灼
熱
地
獄

消
防
・
消
防
団
の
連
携
で

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た

- Report -

01

02

03

04

01_ 消火活動の後方では、消防団員が絶えず送水を行う。消防

団員はいつ火事が起こっても対処できるよう、日々訓練を重ね

ている　02_ くすぶり続ける火種を消そうと、丁寧に放水する

橘
たちばな

裕
ひろ

章
あき

さん＝向山＝（下田消防団団付分団長）　03_ 放水し終

わってからしばらくの間、落ち葉には火種が残っている。再び

火災にならないように、丁寧に火を消す消防団員　04_ 消火活

動を行っている道路付近で交通整理を行う消防団員

炎はすべてを
焼き尽くす
赤く燃えたぎる灼熱の炎は、
人間が汗を流して築いた財産だけでなく、
時には命さえも焼き尽くしてしまうもの。
炎に包まれた森の中で、
人々は必死に消火活動にあたった。

消火を試みる岸副士長。普段平穏な森は、炎燃えさかる「灼熱地獄」と化していた。

消防署と消防団

　もともと地域の住民が自分たちの地域を火災から
守るために、自主的に組織されていったものが、消
防団の前身。ほかに職業を持ちながら、火災が起こっ
たときに消火活動を行う「非常備消防」だ。
　消防署は職業として、消火活動などを専門的にあ
たる「常備消防」である。職業として専門化された
のは、比較的最近のことだ。
　火災を素早く消火するためには、両者の協力が
いっそう重要になるといえる。
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■消防庁長官表彰■
◎永年勤続功労章／吉本勉

■青森県消防協会会長表彰■
◎優良消防団／おいらせ町百石消防団
◎功労章／川口勝則、吉本勉、成田協
　一、袴田敏弘
◎勤功章／日ヶ久保一男、川口勝則、
　吉田良紀、西舘松治、堀切川行男、
　成田協一、袴田敏弘
◎ 20 年勤続／堀切川行男、堀切川俊
　作、小向憲郎、川口光雄、川口正、
　清水正一、堀川正幸、沼端正志、高
　坂隆雄、山崎一夫、袴田和人、北向
　清太郎、堤孝正
◎ 15 年勤続／堀川康、谷川悟、大光
　信彦、川崎義光、伊藤信春、吉本金
　市、上久保辰視、市村勝志、小向泰
　博
◎ 10 年勤続／小向和彦、小向靖明、　
　川口康晴、川口秀和、堀切川均、平
　文彦、小向貴博、柿本広、大久保幸
　夫、蛯名光男、市村大伸、大久保隆
　藏、松坂博文、大久保昭男、北向智

■日本消防協会会長表彰■
◎功績章／田畑清吉
◎精績章／小向彰一、日ヶ久保一男
◎勤続章／川口勝則、柏崎千年志

■青森県消防協会上十三支部長表彰■
◎支部功労章／田端順悦、小向渉、沼
　端務、沼端弘輝、熊野恵子、濱田美
　鈴、小笠原敏朗、堀川克範、小田吉
　人、坂井田　淳悦、磯沼秀樹、袴田勉、
　柏崎修、田中正幸、北向栄作、田中
　義則
　　　　　　　　　　（所属、敬称略）

規律正しき
消防団員たち
－ 三沢地区消防団連合観閲式 －

三沢地区消防団連合観閲式は６月７日、
町民交流センターで開かれた。
降りしきる雨のため、
計画通り屋外で行うことはできなかった。
しかし式典に臨んだ団員たちは、
みな凛

り ん

と表情を引き締める。
人命救助を第一に考える、
規律正しき消防団員の姿を見た。

表彰者（おいらせ町）

　

三
沢
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式
は

六
月
七
日
、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
お
い
ら
せ
町
、
三
沢
市
、

六
戸
町
か
ら
お
よ
そ
五
百
人
の
消
防

団
員
た
ち
が
参
加
し
た
。

　

数
日
前
か
ら
太
平
洋
沖
を
北
上
し

た
強
い
低
気
圧
は
、
観
閲
式
当
日
に

強
い
雨
を
も
た
ら
し
た
。
当
初
屋
外

で
行
う
予
定
だ
っ
た
観
閲
式
は
、
観

閲
や
分
列
行
進
、
玉
落
と
し
な
ど
を

行
わ
ず
、
式
典
の
み
を
実
施
し
た
。

　

は
じ
め
に
消
防
活
動
に
功
績
の
あ

っ
た
団
員
た
ち
が
表
彰
さ
れ
た
。
下

田
消
防
団
団
付
分
団
長
の
吉
本
勉つ

と
むさ

ん
は
、
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
。

三
村
申し

ん

吾ご

青
森
県
知
事
か
ら
表
彰
状

を
手
渡
さ
れ
た
。
吉
本
さ
ん
は
受
賞

の
喜
び
を
し
っ
か
り
と
か
み
締
め
な

が
ら
、
賞
状
を
受
け
取
っ
た
。
ほ
か

に
も
長
年
の
消
防
活
動
を
支
え
て
き

た
た
く
さ
ん
の
消
防
団
員
が
表
彰
を

受
け
た
。表
彰
さ
れ
た
団
員
た
ち
は
、

み
な
表
情
を
引
き
締
め
、
今
後
の
活

動
へ
決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。

　

式
典
の
中
で
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
出
し
物
が
披
露
さ
れ
た
。

　

あ
ゆ
み
保
育
園（
吉
田
絹き

ぬ

恵え

園
長
、

園
児
七
十
一
人
）
は
、
マ
ー
チ
ン
グ

を
演
奏
し
た
。堂
々
と
し
た
演
奏
に
、

た
く
さ
ん
の
消
防
団
員
た
ち
か
ら
惜

し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

三
田
保
育
園
（
三
村
伸の

ぶ

子こ

園
長
、

園
児
六
十
人
）
は
、
ま
と
い
を
使
っ

た
踊
り
を
披
露
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
元
気
な
舞
い
は
、
見
る
人
々
に
感

動
を
与
え
た
。

　

い
ち
ょ
う
学
園（
簗や

な

田だ

當ま
さ

子こ

園
長
、

園
児
三
十
六
人
）
は
、
子
ど
も
た
ち

が
は
し
ご
乗
り
に
挑
戦
し
た
。
高
さ

三
㍍
以
上
も
あ
り
そ
う
な
は
し
ご
に

登
る
子
ど
も
た
ち
。
は
し
ご
の
上
で

遠
く
を
眺
め
る
「
遠と

お

見み

」
や
、
体
を

大
き
く
反
ら
せ
る
「
腹は

ら

亀が
め

」
な
ど
が

行
わ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

三
村
青
森
県
知
事
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
来
賓
か
ら
、
消
防
団
員
に

対
し
温
か
い
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

三
村
知
事
は
「
防
災
に
は
消
防
団
員

の
力
が
絶
対
に
必
要
」
と
、
そ
の
必

要
性
を
熱
く
語
り
か
け
た
。

　

最
後
に
立
花
國
雄
百
石
消
防
団
団

長
は
「
消
防
団
は
命
が
け
の
活
動
だ

が
、
大
き
な
充
実
感
と
達
成
感
に
満

ち
た
も
の
。
地
域
の
幸
せ
の
た
め
、

日
々
訓
練
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
全
団
員
に
対
し
て
訓
示
し
た
。

　

来
年
の
観
閲
式
は
三
沢
市
で
開
催

さ
れ
る
予
定
だ
。

01_ 観閲式の運営は、主に百石消防団が担
当した。５月 21 日に開かれた百石消防団
幹部会議で、当日の流れを綿密に打ち合
わせする団員たち　02_ 下田消防団は５月
31 日、車両部隊点検報告の流れを確認し
た。八戸北消防署の名久井署長は、分団員
に点検の動きを身ぶり手ぶりで指導した

04_ マーチングを演奏するあゆみ保育園の
子どもたち。「火遊びするな」、「火事がな
くなれ」とみんなで声を出した　05_ まと
いを手にして一生懸命踊る三田保育園の子
どもたち　06_ はしごの上で「腹亀」を披
露するいちょう学園の高

たか

谷
や

隆
りゅう

成
せい

君。見事
な演技に、団員たちは惜しみない拍手を
送った

07_ 式典に花を添えた三沢市消防のラッパ隊　08_ 引き締
まった表情で敬礼する消防団員たち　09_ 消防団員たちに
訓示する立花國雄百石消防団団長。「地域の幸せのため、
日々訓練を重ねなければならない」と訓示した

03_ 三村申吾青森県知事から賞状を受ける吉本勉さん（下田消防団団付分団長）

010204

07

03

08

09

0506

強
い
低
気
圧
が
も
た
ら
し
た
雨

観
閲
式
は
屋
内
で
行
わ
れ
た

園
児
た
ち
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ち
び
っ
こ
た
ち
の
消
防
精
神

消
防
団
は
命
が
け
の
活
動

大
き
な
充
実
感
と
達
成
感
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第六分団（川口・明神下・横道地区）

第七分団（深沢地区）

第八分団（日ヶ久保地区）

第九分団（根岸・黒坂地区）

第十分団（百石地区全域）

第四分団（藤ヶ森地区）

第五分団（堀切川地区）

第三分団（二川目地区）

第二分団（一川目地区）

第一分団（本町地区）

本団 団長（立花國雄）

副団長（２人）

団付分団長（８人）

第六分団（間木地区）

第七分団（木崎・染屋地区）

第八分団（向山地区）

第九分団（秋堂地区）

第四分団（三田地区）

第五分団（木ノ下地区）

第三分団（三本木地区）

第二分団（本村地区）

第一分団（木内々地区）

本団 団長（袴田邦彦）

副団長（２人）

団付分団長（７人）

おいらせ町下田消防団

おいらせ町百石消防団

Hakamada Kunihiko
（62、間木）

Tachihana Kunio
（59、一川目）

袴田邦彦

立花國雄

団長

団長

昔からたくさんの人々が誇
りを持って消防団活動を続
けてきました。自分たちの
地域を自分たちの手で守る
という強い気持ちを持ち、
これからも消防団活動を展
開していきます。

下田消防団と百石消防団
は、長い歴史と誇りを持っ
て、地域の防災活動に命を
かけて頑張ってきました。
これからも団員が団結し、
地域の生命や財産を守って
いかなければなりません。

TOP INTERVIEW ―消防団長の熱き思い―

�
百
石
村
消
防
組
（
私
設
）
が
発
足

�
百
石
村
消
防
組
（
公
設
）
が
発
足
。
　

　
本
村
（
本
町
）
と
一
川
目
で
組
織

�
百
石
村
消
防
組
機
関
部
、第
三
部
（
藤
ヶ

　
森
）
が
発
足

　
一
川
目
女
子
消
防
隊
が
設
立

�
百
石
町
消
防
組
第
四
部
（
堀
切
川
）、　

　
第
五
部
（
川
口
）
が
発
足

�
百
石
町
消
防
組
第
六
部
（
二
川
目
）
が

　
発
足

�
百
石
町
警
防
団
に
改
組

�
百
石
町
警
防
団
第
七
分
団
（
深
沢
）
が

　
発
足

�
百
石
町
消
防
団
に
改
名

�
消
防
団
第
八
分
団
（
日
ヶ
久
保
）
が
発

　
足

�
一
川
目
女
子
消
防
隊
が
一
川
目
婦
人
消  

　
防
協
力
隊
に
改
名

�
第
九
分
団
（
根
岸
）
が
発
足

�
一
川
目
婦
人
消
防
協
力
隊
が
第
十
分
団

　
に
昇
格
。
県
南
初
の
女
性
消
防
団
が
誕

　
生

�
下
田
村
消
防
組
第
五
部
（
古
間
木
）
が

　
発
足

�
下
田
村
警
防
団
に
改
組

�
第
五
分
団
（
古
間
木
）
は
大
三
沢
町
へ

　
移
管

　
下
田
村
消
防
団
に
改
組

�
第
六
分
団
（
間
木
）
が
発
足

�
第
七
分
団
（
木
崎
）、第
八
分
団
（
向
山
）

　
が
発
足

�
第
九
分
団
（
秋
堂
）
が
発
足

�
町
制
施
行
に
伴
い
、
下
田
町
消
防
団
に

　
改
名

�
古
間
木
山
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
が
発
足

　
木
ノ
下
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
が
発
足

�
木
内
々
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
が
発
足

�
下
田
村
消
防
組
第
一
部
（
木
内

　
々
）、
第
二
部
（
本
村
）
が
発
足

�
下
田
村
消
防
組
第
三
部
第
一
号
（
三
本

　
木
）、
第
二
号
（
三
田
）
が
発
足

�
下
田
村
消
防
団
第
四
部
（
木
ノ
下
）
が

　
発
足

�
木
内
々
若
者
組
を
中
心
に
私
設
の
消
防

　
団
が
発
足

�
木
内
々
消
防
組
（
公
設
）
が
発
足

明治大正平成 昭和

�
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が
発
足

　
八
戸
消
防
署
北
分
署
が
百
石
町
消
防
団
一
分
団
屯
所
に

　
設
置
さ
れ
、
業
務
を
開
始

�
北
分
署
新
庁
舎
が
木
崎
に
完
成
し
、
移
転

�
北
分
署
が
八
戸
北
消
防
署
に
昇
格

�
合
併
に
よ
り
お
い
ら
せ
町
が
誕
生

百
石
消
防
団

下
田
消
防
団

消防団の奮闘

消火活動に欠かせない役割を持つ消防団。
「自分たちの地域は自分たちが守る」
強い使命感にあふれた地域の力は、
遠い明治時代から絶えることなく、
今の時代へと受け継がれている

て
戦
後
の
昭
和
二
十
三
年
、
消
防
制
度
が

再
編
さ
れ
、
現
在
の
消
防
団
が
組
織
さ
れ

た
。

　

本
町
で
も
明
治
二
十
四
年
に
百
石
村
消

防
組
、
大
正
元
年
に
は
下
田
村
消
防
組
が

組
織
さ
れ
た
。
そ
し
て
時
代
の
流
れ
と
共

に
名
称
を
変
え
な
が
ら
、
現
在
に
至
る
。

　

消
防
団
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
を
自

分
た
ち
の
手
で
守
り
た
い
」
と
い
う
思
い

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
精
神

は
、
今
も
な
お
伝
統
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
団
員
た
ち
の
心
に
根
付
い
て
い
る
。
本

年
六
月
一
日
現
在
、
町
の
消
防
団
に
所
属

す
る
団
員
は
三
百
三
十
七
人
。
団
員
一
人

ひ
と
り
は
、
地
域
を
守
る
使
命
感
を
常
に

持
ち
な
が
ら
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

消
防
団
は
、
も
と
も
と
江
戸
時
代
の
町

火
消
し
が
ル
ー
ツ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

当
時
は
火
災
が
起
こ
る
と
、
火
が
燃
え
広

が
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
の
こ
ぎ
り
や
か

け
や
で
建
物
を
壊
し
、
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
た
。
と
び
職
人
な
ど
の
町
人
が

中
心
に
な
っ
て
組
織
さ
れ
た
町
火
消
し
は

そ
れ
ぞ
れ
組
を
つ
く
り
、
互
い
に
競
い
合

い
な
が
ら
火
消
し
に
汗
を
流
し
た
。

　

文
明
開
化
と
富
国
強
兵
を
目
指
し
た
明

治
時
代
に
は
、
日
本
全
国
で
消
防
組
が
組

織
さ
れ
始
め
る
。
こ
れ
ら
は
昭
和
初
期
の

戦
中
に
は
警
防
団
に
改
変
さ
れ
る
。
そ
し

◎　消防団の組織　◎

■百石消防団（団員数 159 人）

■下田消防団（団員数 178 人）

■分団の階級
分 団 長

副分団長

部 長

班 長

団 員

江
戸
の
火
消
し
の
精
神
は

今
も
な
お
団
員
に
引
き
継
が
れ
る

File
_01 歴史と伝統

▲ 昭和 40 年代の下田消防団第八分団の車両
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消防団の奮闘

一川目の男たちはかつてニシン漁に出た。
「男たちのいない間、女がムラの命を守る」
強い郷土愛と責任感は、
女の手による消防組織をつくりあげた。
遠い大正時代の精神は平成の今もなお、
一川目の女たちの心に染み込んでいる

　

太
平
洋
か
ら
心
地
よ
い
潮
風
が
吹
く
一

川
目
地
区
―
。
こ
こ
は
昔
か
ら
漁
業
が
盛

ん
な
地
域
だ
。

　

大
正
時
代
の
一
川
目
地
区
に
は
、
北
海

道
に
ニ
シ
ン
を
追
っ
て
出
稼
ぎ
に
行
く
男

性
が
多
か
っ
た
と
い
う
。男
性
は
長
い
間
、

地
域
を
留
守
に
す
る
た
め
、
残
さ
れ
た
女

性
た
ち
は
家
族
を
守
る
た
め
、
必
死
で
働

く
。
そ
し
て
地
域
の
人
々
を
火
災
や
津
波

な
ど
か
ら
守
る
た
め
に
、
女
性
た
ち
は
自

ら
の
手
で
女
子
消
防
隊
を
結
成
し
た
。

　

当
時
の
組
頭
は
「
先
年
の
火
災
に
三
時

間
と
い
う
長
い
間
、
出
火
当
初
か
ら
後
始

の
女
性
た
ち
が
集
ま
り
、
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
い
た
。
第
十
分
団
の
団
員
た
ち
だ
。

　

彼
女
ら
は
当
日
の
役
割
を
綿
密
に
話
し

合
う
。
表
彰
の
介
添
え
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
出
場
者
誘
導
、
玉
落
と
し
の
賞
品
整

理
な
ど
、
役
割
を
決
め
て
い
く
。
み
ん
な

笑
顔
で
話
し
な
が
ら
、
時
折
笑
い
声
を
上

げ
て
い
る
。

　

団
員
の
話
を
、
優
し
い
ま
な
ざ
し
で
見

つ
め
て
い
る
分
団
長
の
松
林
光み

つ

子こ

さ
ん

（
六
四
）
＝
一
川
目
＝
。
幅
広
い
年
齢
の
団

員
た
ち
の
話
を
ま
と
め
て
い
く
。

　

平
成
十
七
年
か
ら
第
四
代
分
団
長
を
務

め
る
松
林
さ
ん
は
、
女
性
消
防
と
し
て
お

よ
そ
四
十
年
間
か
か
わ
っ
て
き
た
。
入
団

の
き
っ
か
け
は
、
初
代
分
団
長
の
立
花
く

に
さ
ん
か
ら
の
強
い
勧
め
だ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
時
の
様
子
を
、
松
林
さ
ん
は
笑

率
先
し
て
あ
た
っ
た
。
真
冬
の
海
は
、
男

た
ち
に
冷
た
い
海
風
を
容
赦
な
く
吹
き
付

け
る
。
そ
の
冷
え
切
っ
た
体
を
少
し
で
も

温
め
て
も
ら
お
う
と
、
第
十
分
団
の
団
員

た
ち
は
総
出
で
炊
き
出
し
な
ど
を
行
っ

た
。
そ
の
時
の
様
子
を
松
林
さ
ん
は
「
み

ん
な
疲
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
わ
た
し

た
ち
に『
い
つ
も
支
え
て
く
れ
て
力
強
い
』

と
言
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
、当
時
を
思
い
出
し
て
話
す
。

　

松
林
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
う
な

ず
い
て
当
時
を
思
い
出
す
団
員
た
ち
が
い

た
。
そ
の
当
時
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
興
味

深
そ
う
に
耳
を
傾
け
る
若
い
団
員
も
い

た
。
長
い
歴
史
と
誇
り
高
い
伝
統
を
引
き

継
い
で
き
た
女
性
消
防
の
精
神
は
、
今
も

な
お
、
次
の
世
代
へ
確
実
に
語
り
継
が
れ

て
い
る
。

末
ま
で
女
同
士
で
腕
用
ポ
ン
プ
を
運
用
し

続
け
た
の
を
目
撃
し
て
か
ら
女
の
消
防
隊

を
組
織
す
る
気
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
百

石
町
消
防
団
史
か
ら
抜
粋
、
原
文
の
と
お

り
）」
と
語
っ
て
い
る
。

　

後
に
青
森
県
南
初
の
女
性
消
防
隊
と
し

て
発
足
す
る
百
石
第
十
分
団
は
、
こ
う
し

て
成
り
立
っ
た
組
織
だ
。「
男
の
い
な
い

間
は
、ム
ラ
は
女
の
手
で
守
る
」
と
い
う
、

女
性
た
ち
の
強
い
思
い
に
支
え
ら
れ
た
も

の
だ
っ
た
。

　

観
閲
式
を
直
前
に
控
え
た
五
月
三
十
一

日
、
一
川
目
地
区
の
屯
所
に
は
た
く
さ
ん

い
な
が
ら
こ
う
話
す
。

　
「
立
花
さ
ん
は
『
消
防
さ
入
っ
て
け
ろ
』

と
、
銭
湯
に
入
っ
て
い
る
わ
た
し
の
と
こ

ろ
ま
で
来
て
誘
っ
た
ん
で
す
よ
」

　

こ
う
し
て
消
防
活
動
を
始
め
た
松
林
さ

ん
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
の
活
動
を
支

え
て
き
た
。

　

中
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
平

成
九
年
十
二
月
に
起
こ
っ
た
「
メ
ラ
テ
ィ

マ
ス
号
流
出
油
事
故
」
だ
と
い
う
。
当
時

は
町
だ
け
で
な
く
、
県
や
漁
協
、
八
戸
海

上
保
安
部
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
協
議

を
重
ね
、
事
故
処
理
や
補
償
問
題
の
処
理

に
あ
た
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
消
防
団
も
流
出

し
た
油
の
除
去
作
業
に
、
多
く
の
団
員
が

Profile

ももいししょうぼうだんだいじゅうぶ
んだん◉一川目地区の女性たちで組織
される消防団。大正 12 年に女子消防
隊として発足。以後、昭和 51 年に婦
人消防協力隊への改名を経て、平成２
年に百石第十分団へ昇格。県南初の女
性消防団となる。消火活動を除く後方
支援や被災者の誘導、救護などの活動
を展開する。現在は松林光子団長をは
じめ、14 人の団員が所属

松林光子

石田るみ子

舘美香子

分団長

班長

団員

百石消防団第十分団

百石消防団第十分団

百石消防団第十分団

嫁に来たときには、も
うすでに女性消防が組
織されていました。当
時は帽子もなく、豆し
ぼりを頭にしばって活
動したものです。これ
からも地域を支えるた
めに頑張っていきたい
と考えています。

一川目には家族で消防
活動に参加している人
もたくさんいます。地
域や家庭が協力して活
動に取り組んでいる地
域です。先輩たちだけ
でなく、若い団員もい
ますから、そのつなぎ
役として頑張ります。

入団したばかりで、活
動に出たことはまだあ
りません。大正時代か
ら続く伝統に、重みを
感じます。分からない
ことばかりですが、先
輩たちを見習って、少
しずつ経験を積んでい
きたいと思います。

女性消防団員を募集 メラティマス号流出油事故

町消防団は、災害に強いま
ちづくりのために女性消防
団員を募集している。女性
のきめ細かな視点で、啓発
や広報、支援活動などを行
うものだ。興味のある人は
ぜひ気軽に問い合わせてほ
しい。

●問い合わせ
　総務課　☎ 0178-56-2166

平成９年 12 月８日、百石海岸南側
にメラティマス号（マレーシア船籍
貨物船、3,960 トン、乗組員 18 人）
が座礁し、大量の重油が海中に流出
した。重油による漁業被害などを食
い止めるため、消防団をはじめとす
る多くの人が重油除去作業にあたっ
た。船骸撤去作業は平成 10 年３月
25 日に終了。百石町（当時）には、
およそ 1,300 万円の損害補償額が支
払われた。

ム
ラ
は
女
の
手
で
守
る

強
い
思
い
で
発
足
し
た
十
分
団

観
閲
式
直
前
の
打
ち
合
わ
せ
は

終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い
和
や
か
さ

支
え
て
く
れ
て
力
強
い

そ
の
言
葉
に
う
れ
し
さ
を
感
じ
た

File
_02

郷土を愛する
女たちの力

Matsubayashi Mitsuko
（64、一川目）

Ishida Rumiko
（52、一川目）

Tate Mikako
（36、一川目）
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Profile

しもだしょうぼうだんだいろくぶんだ
ん◉間木地区を主に管轄する消防団。
昭和 23 年に下田村間木火防組として
発足し、昭和 31 年に下田村第六分団
に昇格。使命感あふれる若手団員が多
く、地域と密接に結びつきながら活動
を展開。袴田敏弘団長（前列左から３
人目）をはじめ、23 人の団員が所属

消防団の奮闘
間木地区を管轄する下田消防団第六分団。
毎年のように地域の若者たちは、
地域に貢献しようと入団を願い出る。
祭りの山車をつくりながら、
地域を守る消防への熱い思いを、
若者たちはいつも仲間と語り合っていた

File
_03

若者が集う
情熱あふれる分団

　

間
木
地
区
を
管
轄
す
る
下
田
消
防
団
第

六
分
団
に
は
、
若
い
団
員
が
比
較
的
多

い
。
現
在
二
十
三
人
の
団
員
で
組
織
さ
れ

て
い
る
が
、そ
の
う
ち
二
十
歳
代
は
四
人
、

三
十
歳
代
は
七
人
と
、
お
よ
そ
半
数
を
占

め
て
い
る
。平
均
年
齢
は
約
三
十
九
歳
だ
。

　

こ
の
若
い
六
分
団
を
取
り
ま
と
め
る
袴

は
か
ま

田だ

敏と
し

弘ひ
ろ

分
団
長
（
五
七
）
＝
間
木
＝
は
「
六

分
団
に
入
団
し
た
い
と
い
う
若
い
者
は
、

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
ん
で
す
よ
。
彼

ら
に
は
も
う
少
し
入
団
を
待
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
」
と
に
っ
こ
り
。

　

現
在
、
多
く
の
市
町
村
で
「
消
防
団
員

の
不
足
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
▽
少

子
高
齢
化
に
よ
る
若
手
の
不
足
▽
過
疎
化

に
よ
る
人
不
足
▽
仕
事
と
の
両
立
の
難
し

さ
―
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
考
え
ら

れ
る
。
中
に
は
団
員
を
確
保
で
き
ず
に
、

消
防
団
の
存
続
そ
の
も
の
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
地
域
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
お
い
ら
せ
も
例
外
で
は
な
く
、
団
員
確

保
に
苦
慮
す
る
分
団
は
確
か
に
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
時
代
に
、「
入
団
待
ち
を

す
る
若
者
が
多
い
」
と
い
う
間
木
地
区
の

第
六
分
団
―
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
若
者
が

集
ま
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

　　

第
六
分
団
は
観
閲
式
を
直
前
に
控
え
た

五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
四
日
ま
で
の
五

　

山
車
づ
く
り
と
団
員
確
保
が
う
ま
く
結

び
つ
い
た
間
木
地
区
だ
が
、
仕
事
と
の
両

立
は
な
か
な
か
難
し
い
面
も
あ
る
。
特
に

町
外
へ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
勤
め
て
い

る
場
合
は
、
勤
務
時
間
中
に
火
災
が
起
こ

っ
た
と
し
て
も
、
な
か
な
か
消
防
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

こ
の
こ
と
に
対
し
て
袴
田
団
長
は
、
全

員
が
無
理
を
し
て
出
る
必
要
は
な
い
と
い

う
。
も
ち
ろ
ん
活
動
に
参
加
で
き
る
と
き

に
は
、
し
っ
か
り
と
役
目
を
果
た
し
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
だ
。

　
「
自
分
た
ち
が
自
分
た
ち
の
地
域
を
守

る
と
い
う
気
持
ち
、
そ
れ
だ
け
は
団
員
み

ん
な
が
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

　

袴
田
団
長
は
確
固
た
る
決
意
で
前
を
見

据
え
た
。

日
間
、
し
も
だ
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
で
玉
落

と
し
の
訓
練
を
行
っ
た
。
過
去
に
何
度
も

優
勝
を
経
験
し
た
第
六
分
団
だ
が
、
こ
こ

数
年
は
そ
の
栄
誉
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

る
。
袴
田
団
長
は
「
今
年
こ
そ
は
優
勝
し

た
い
」
と
意
気
込
み
十
分
。
車
両
か
ら
指

示
を
送
る
坂さ

か

井い

田だ

昇の
ぼ
る

班
長
（
四
三
）
も
「
し

っ
か
り
玉
目
が
け
ろ
」
と
、
若
手
団
員
に

気
合
い
を
入
れ
る
。

　

橋は
し

本も
と

貴た
か

浩ひ
ろ

さ
ん
（
三
四
）
は
、
第
六
分

団
の
若
手
の
中
で
も
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
橋
本
さ
ん
は
本
番
当
日
は
、

玉
落
と
し
の
放
水
の
先
頭
で
あ
る
「
口く

ち

取と

り
」
を
任
さ
れ
た
。
数
日
前
に
足
を
け
が

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
橋
本
さ
ん
だ
が
、

「
こ
の
役
割
は
絶
対
に
果
た
し
ま
す
」
と

力
強
い
。

　

平
成
十
二
年
に
入
団
し
、
現
在
九
年
目

を
迎
え
る
と
い
う
橋
本
さ
ん
。
こ
の
分
団

に
若
者
が
数
多
く
入
団
を
希
望
す
る
理
由

は
、
祭
り
の
山
車
づ
く
り
に
あ
る
の
で
は

と
話
す
。

　

間
木
町
内
の
有
志
た
ち
は
平
成
十
五

年
、
毎
年
九
月
に
行
わ
れ
る
下
田
ま
つ
り

に
、
初
め
て
山
車
を
参
加
さ
せ
た
。
町
内

の
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
山
車
を
つ
く

っ
た
が
、そ
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
の
は
、

ま
さ
に
第
六
分
団
員
た
ち
だ
っ
た
。

　

山
車
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
団
員
た
ち

は
消
防
活
動
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
っ

た
。
そ
の
話
を
聞
い
た
町
内
の
若
者
た
ち

は
、「
自
分
も
入
団
し
た
い
」
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
現
在
の
団
員
の
中
に
は
、

山
車
づ
く
り
が
き
っ
か
け
で
入
団
し
た
若

手
が
三
人
い
る
と
い
う
。

　
「
山
車
づ
く
り
は
子
ど
も
た
ち
に
夢
を

与
え
る
だ
け
で
な
く
、
若
者
た
ち
に
『
地

域
を
守
る
消
防
の
や
り
が
い
』
を
伝
え
ら

れ
る
場
な
ん
で
す
」。
橋
本
さ
ん
は
に
っ

こ
り
笑
い
な
が
ら
語
っ
た
。

入
団
待
ち
を
す
る
若
者
が
多
い

若
者
が
お
の
ず
と
集
う
第
六
分
団

秋
の
祭
り
に
参
加
し
た
山
車
は

消
防
団
が
積
極
的
に
か
か
わ
っ
た

無
理
を
す
る
こ
と
な
く

し
っ
か
り
と
役
目
を
果
た
し
た
い

0103

04

05

04

01_ 玉落としの訓練を行う橋本貴浩さん。本番は放水先頭の「口取り」を任される
02_ 坂井田昇班長は若手団員に気合いを入れながら熱血指導した　03_ 先輩から玉
落としの指導を受ける林俊一さん　04_ 本年中に建設予定の第六分団屯所建設に向
けて、綿密な打ち合わせを重ねる。業者の説明を熱心に聞く袴田敏弘分団長（中央）、
袴田雅良班長（右）

05_ 下田まつりに参加した間木の
山車。平成 20 年は最優秀賞を受
賞した

昭和

23 下田村間木火防組を結成

31 下田村消防団第六分団発足、
屯所を建築

33 可搬式ポンプ入魂式

43 第１回青森県消防操法大会、
可搬式で優勝

44 警鐘台落成
47 消防自動車ポンプ納車
47 屯所改築

48 青森県消防操法大会、自動車
ポンプ第３位

57 青森県消防操法大会出場
59 屯所増築
61 30 周年記念式典

平成

７ 40 周年記念式典
８ 消防ポンプ車納入
14 上十三支部消防操法大会優勝

14 第 22 回青森県消防操法大会、
準優勝

18 50 周年記念式典

HISTRY ―第六分団の歴史―
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わ
た
し
が
消
防
団
に
入
っ
た
の
は
、
父

親
の
勧
め
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ま

で
地
域
の
集
ま
り
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
の

な
い
わ
た
し
に
と
っ
て
、
少
し
面
倒
な
こ

と
だ
な
と
思
っ
た
の
が
、
正
直
な
気
持
ち

で
す
。
同
年
代
の
友
達
で
も
、
消
防
団
に

入
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
か

ら
、
な
お
さ
ら
不
安
な
気
持
ち
が
あ
り
ま

し
た
。

　
で
も
、
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
し
っ
か

り
や
り
遂
げ
た
い
、
と
こ
と
ん
や
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
地
域
の
た
め
に
な
る
の

だ
っ
た
ら
、
中
途
半
端
な
気
持
ち
で
は
絶

対
に
い
け
な
い
―
そ
う
思
っ
て
、
こ
れ
ま

で
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
第
三
分
団
に
入
団
し
て
み
る
と
、
周
り

の
先
輩
た
ち
が
と
て
も
親
切
な
人
た
ち
だ

と
い
う
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
わ
た
し

に
と
っ
て
消
防
の
訓
練
は
、
今
ま
で
見
た

こ
と
も
な
い
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
し
た

が
、
先
輩
た
ち
は
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
自
分
自
身
で
、
少
し
ず
つ

　
本
年
四
月
、
地
元
日
ヶ
久
保
に
あ
る
百

石
第
八
分
団
へ
の
入
団
を
勧
め
ら
れ
た
と

き
は
、
何
の
た
め
ら
い
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
祖
父
や
父
も
、
わ
た
し
が
小
さ
な

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
消
防
団
員
と
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
「
か
っ
こ

い
い
な
」
と
、
昔
か
ら
あ
こ
が
れ
て
い
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
自
分
が
そ
の
役
割
を
担

う
と
き
が
来
た
の
か
―
そ
う
思
う
と
、
気

持
ち
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
ま
だ
消
防
団
員
と
し
て
は
、

駆
け
出
し
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
入
団

早
々
、
先
輩
た
ち
と
一
緒
に
見
回
り
し
、

消
火
栓
の
操
作
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
ま

し
た
。
最
初
は
ど
こ
に
消
火
栓
が
あ
る
の

か
、
ど
の
よ
う
に
操
作
す
れ
ば
よ
い
の
か

ま
っ
た
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

先
輩
た
ち
か
ら
親
切
に
指
導
し
て
も
ら
っ

た
お
か
げ
で
、
今
は
自
分
な
り
に
把
握
で

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
親
切
に
指
導
し
て
く
れ
る
先
輩
た
ち
で

す
が
、
時
に
は
厳
し
く
し
か
ら
れ
た
こ
と

物
事
を
覚
え
て
い
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
四
月
、
阿
光
坊
地
区
で
発
生
し
た

住
宅
火
災
の
時
に
、
初
め
て
消
火
活
動
に

加
わ
り
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
が
放
水
す
る

ホ
ー
ス
を
、
ね
じ
れ
な
い
よ
う
に
夢
中
で

押
さ
え
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
体
験
す
る

火
災
現
場
で
し
た
が
、
先
輩
た
ち
か
ら
き

ち
ん
と
基
本
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
の

で
、
自
分
な
り
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
の
訓
練

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
人
の
命
に

別
状
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
ほ
っ
と
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
活
動
は
、
今
の
わ
た
し
に
と

っ
て
最
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
地
域
貢
献

だ
と
思
い
ま
す
。
世
代
の
違
う
地
域
の
人

た
ち
と
交
流
し
、
学
び
、
責
任
感
を
持
っ

て
活
動
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
本

年
か
ら
は
後
輩
が
新
た
に
入
団
し
て
き
ま

し
た
。
良
い
手
本
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
人
の
命
を
救
う

大
切
な
仕
事
で
す
し
、
気
の
緩
み
が
思
わ

ぬ
大
け
が
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
あ
え
て
厳

し
く
接
す
る
先
輩
た
ち
に
は
、
本
当
に
感

謝
し
、
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
を
卒
業
し
て
間
も
な
い
頃
、
友
人

の
家
が
火
事
で
燃
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
現
場
を
自
分
の
目
で

見
ま
し
た
が
、
燃
え
さ
か
る
炎
を
、
た
だ

呆
然
と
眺
め
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
時
感
じ
た
火
事
の
恐
ろ
し
さ

は
、
今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　
仕
事
は
町
外
で
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
な
か
な
か
火
事
の
現
場
に
駆
け
つ

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
で
も
、

町
内
に
い
る
と
き
に
火
事
が
起
こ
っ
た
な

ら
ば
、
先
輩
た
ち
と
真
っ
先
に
現
場
に
駆

け
付
け
、
一
秒
で
も
早
く
火
を
消
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
技
術
を
し

っ
か
り
と
身
に
付
け
、
経
験
を
積
ん
で
一

人
前
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Nakamura Masatoshi Numahata Kazuya

明日を担う若手消防団員たち2 明日を担う若手消防団員たち1

大きなやりがいを感じる地域貢献 消防団員の姿にあこがれていました

●百石消防団第八分団●下田消防団第三分団
沼端中村

一也さん雅俊さん

下田消防団第三分団の将来を背負うのは、

明朗活発な地元木材屋さんの若大将。

「引き受けたからにはとことんやります」

その明るい一言ひとことに、

地域貢献への熱い思いがみなぎる。

百石消防団第八分団期待のホープは、

新幹線七戸駅の足場をつくる職人。

「消防団だった祖父や父にあこがれた」

消防団の伝統を引き継ぐことは、

当然のなりゆきだったと語る。

Profile Profile

なかむら・まさとし◉昭和 60 年おいらせ
町三本木生まれ。光星学院高等学校卒業
後、東京での生活を経て、平成 18 年に父
の経営する㈱奥入瀬木材に勤務。営業担
当として多忙な毎日を送る。平成 20 年春
に下田消防団第三分団に入団。趣味はサー
フィン。父母、姉との４人暮らし。おい
らせ町三本木在住、独身、23 歳

ぬまはた・かずや◉昭和 58 年おいらせ町
日ヶ久保生まれ。平成 18 年から（有）沼
栄工業に勤務。現在急ピッチで工事が進
められる新幹線七戸駅舎の足場を組む仕
事に携わる。本年４月に百石消防団第八
分団に入団。趣味はスノーボード。祖父母、
父母、弟２人との７人暮らし。おいらせ
町沼端在住、独身、26 歳

InterviewInterview

Young Fire-man File_02 Young Fire-man File_01
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特集の意見や感想を寄せてください
●おいらせ町企画課
　℡ 0178-56-4701
●ホームページ・町民の声
　http://www.town.oirase.aomori.jp

　火災が起こるたびに町内に放送が鳴り響
き、地域の消防団員たちがサイレンを鳴ら
しながら車で火災現場に駆け付ける－。こ
の姿はおそらくほとんどの人が見たことが
あるのではないだろうか。
　でも、実際に火災の現場へ行ってみると、
そこで展開される活動は、きちんと役割分
担され、統率されているものだった。ただ
火を消せばよいというのではなく、そこに
は中継や交通整理、延焼防止など、さまざ
まな動きがあった。
　火災現場の最前線に立つ消防署と、それ
を強力にバックアップする消防団。彼らの
関係は、人命救助のためには切っても切れ
ない関係にあるものだと、あらためて気づ
いた。
　消防団は今、全国的に人手不足に悩んで
いるといわれている。それでも地域の人々
の命を守り、地域のリーダーとして役割を
担う。取材先で出会ったたくさんの団員た
ちは、みなそれぞれに強い思い、誇りを持っ
ている人たちばかりだった。まさに「勇ま
しき火消しの精神」である。
　火災を出さないために、わたしたち一人
ひとりがあらためて火災の恐ろしさを肝に
銘じて、「火」と上手に付き合っていくこ
とが大切だ。

　　　特集◉勇ましき火消し精神　終わり

取材を終えて

　

消
防
署
員
や
消
防
団
員
た
ち
は
、
日
々

の
た
ゆ
ま
ぬ
訓
練
を
続
け
、
火
災
が
起
こ

っ
た
と
き
に
は
命
を
か
け
て
消
火
活
動
に

あ
た
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
使
命
感
や
誇

り
は
、
長
い
年
月
を
経
て
今
日
ま
で
至
る

も
の
だ
。

　

し
か
し
、火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

最
も
基
本
的
で
大
切
な
こ
と
は
、「
一
人

ひ
と
り
が
火
事
を
出
さ
な
い
こ
と
」
だ
。

か
け
が
え
の
な
い
人
間
の
命
を
焼
き
尽
く

し
て
し
ま
う
住
宅
火
災
、
大
切
な
財
産
を

一
瞬
に
し
て
失
っ
て
し
ま
う
林
野
火
災
な

ど
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
家
庭
の
一
人

ひ
と
り
が
、
火
の
後
始
末
を
し
っ
か
り
と

行
う
必
要
が
あ
る
。

　

本
年
四
月
に
八
戸
北
消
防
署
に
着
任
し

た
田
中
真
副
隊
長
＝
木
崎
＝
は
、
近
年
発

生
し
て
い
る
火
災
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

　
「
昔
も
今
も
、
家
庭
で
起
こ
る
火
災
の

多
く
は
、
調
理
に
か
か
わ
る
も
の
が
原
因

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」

　

ガ
ス
コ
ン
ロ
で
料
理
を
し
て
い
る
間
、

つ
い
電
話
や
来
客
へ
の
対
応
な
ど
、
ほ
か

の
用
事
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、
て
ん
ぷ
ら
油

に
着
火
し
、
炎
が
燃
え
上
が
る
と
い
う
ケ

ー
ス
が
よ
く
あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
屋
外
で
も
の
を
燃
や
す
野
焼
き

は
、
農
業
や
祭
事
な
ど
特
別
の
場
合
を
除

き
、
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
野
焼
き
が
原
因
で
林
野
火
災

が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
も
、
田
中
副
隊
長
は
「
野
焼
き
は

き
ち
ん
と
後
始
末
が
で
き
る
よ
う
に
、
バ

ケ
ツ
に
水
を
用
意
す
る
な
ど
し
て
、
一
人

ひ
と
り
が
万
全
の
体
制
で
臨
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
す
。

　

八
戸
北
消
防
署
に
林
野
火
災
の
連
絡
が

入
る
と
き
、
も
う
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
ほ

ど
火
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

し
っ
か
り
と
自
分
で
火
を
消
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
常
に
気
を
付
け
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

火
を
扱
う
と
き
は
、
ど
ん
な
場
合
で
も

「
き
ち
ん
と
火
の
後
始
末
を
自
分
で
す
る

こ
と
」、
こ
の
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
当

た
り
前
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

平
成
二
十
年
六
月
に
全
家
庭
へ
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
機
だ

が
、
田
中
副
隊
長
は
そ
の
普
及
率
の
低
さ

を
、
残
念
そ
う
な
表
情
で
こ
う
話
す
。

　
「
平
成
二
十
一
年
三
月
現
在
の
住
宅
用

火
災
警
報
機
の
普
及
率
は
、
八
戸
地
域
広

域
市
町
村
圏
事
務
組
合
を
構
成
す
る
八
市

町
村
の
平
均
で
34
・
８
㌫
で
す
。
中
で
も

お
い
ら
せ
町
は
27
・
１
㌫
と
、
構
成
市
町

村
の
中
で
最
も
低
い
普
及
率
で
す
」

　

住
宅
用
火
災
警
報
機
は
煙
や
熱
な
ど
を

感
知
し
、
音
や
光
を
出
し
て
火
災
の
発
生

を
知
ら
せ
る
も
の
だ
。
数
千
円
で
購
入
で

き
る
も
の
だ
が
、
お
い
ら
せ
町
で
は
ま
だ

ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
「
命
を
守
る
た
め
の
大
切
な
器
具
で
す
。

実
際
に
住
宅
用
火
災
警
報
機
の
お
か
げ
で

命
が
助
か
っ
た
と
い
う
例
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
取
り
付
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
」

　

こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
の
火
災
現
場
に
出

動
し
て
き
た
田
中
副
隊
長
。
火
災
に
遭
っ

た
人
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ず
、
悲
し

い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
だ
け
に
、
言
葉
の
一
つ
ひ
と
つ
を
し
っ

か
り
か
み
締
め
な
が
ら
語
っ
た
。

　

田
中
副
隊
長
は
、
消
防
署
や
消
防
団
な

ど
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
住
民
が
結
束
し

て
、
地
域
を
防
災
か
ら
守
る
「
自
主
防
災

組
織
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
語
る
。

　
「
地
域
の
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
地
域

を
守
る
気
持
ち
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
に
は
、
わ

た
し
た
ち
は
で
き
る
限
り
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

現
在
お
い
ら
せ
町
で
は
、
五
つ
の
自
主

防
災
組
織
が
立
ち
上
が
り
、
防
災
活
動
や

学
習
を
継
続
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
道

な
継
続
は
、
万
一
火
災
や
災
害
が
発
生
し

た
時
に
、
き
っ
と
生
き
て
く
る
は
ず
だ
。

八戸北消防署

Tanaka Makoto

副隊長兼
救助隊長田中真

火災を起こさないために
火災が起きる理由のほとんどは、人の手によるもの。
普段から気配りしていれば、防ぐことができるものも多い。
火災を未然に防ぐため、一人ひとりはどうすればよいのか。

コンセント　CONSENT 調理　COOKING 野焼き　OPEN-AIR BURNING

使わないときは抜いておく 火元から絶対に離れない 野焼きは原則禁止

住宅用火災警報機　FIRE ALARM タバコ　CIGARETTE 仏壇のろうそく　CANDLE

家庭への設置は義務 タバコの火はしっかり消す 離れるときは火を消す

STO
P FIRE

STOP FIRE

　農業や祭事など、特別な場合を除い
て野焼きは法律で禁止されている。農
業などで野焼きをする場合も、隣の家
に迷惑をかけないなどの配慮は最低限
のマナーだ。

　家庭から発生する火災の多くは、調
理に関係するものが原因だ。ガスコン
ロを使うときは、火元から離れないよ
うにしなければならない。使わないと
きはガスの元栓はきちんと締める。

　電気が原因で起こる火災も多い。特
にコンセント周りは、電気が集中する
部分で熱を持ちやすい。電化製品を使
わないときは、コンセントを抜いてお
くことが必要だ。ほこりにも注意。

　仏壇などで使うろうそくが出火原因
の火災もある。何かの拍子でろうそく
が倒れると、あっという間に火は広が
る。ろうそくのある場所を離れるとき
には、火をきちんと消しておきたい。

　タバコの火の消し忘れによる火災も
多い。タバコを吸った後の吸い殻は、
きちんと火を消しておく。寝タバコは
極力控えたほうがよい。タバコのポイ
捨ては、枯れ草などにすぐ燃え移る。

　住宅用火災警報機は平成 20 年６月
から全家庭に設置することが義務化さ
れた。新築の家は建築時に取り付けら
れるので安心だが、古い家ではまだ取
り付けられていないところも多い。

自主防災組織とは

　自主防災組織は、地域住民によ
る任意の防災組織をいう。
　自主防災組織の重要性は、1995
年の阪神淡路大震災後に特に重要
視されはじめた。倒壊家屋から救
われた人命の割合は、消防組織で
はない近隣住民によるものが実に
９割を超えていたためだ。
　おいらせ町でも現在５つの自主
防災組織がすでに立ち上がり、活
動を展開している。
　自主防災組織は、消防団と共に

地域が力を合わせ、防災から命を
守るために大切な組織だ。
　立ち上げを検討している町内会
などは、気軽に町総務課へ相談し
てほしい。

◎町内の自主防災組織
1横道火防組 昭和 52 年発足
2深沢地区自主防災会 平成 19 年発足
3洋光台地区自主防災部 平成 19 年発足
4古間木山連合町内会
　自主防災部 平成 19 年発足

5上新町自主防災組織 平成 20 年発足

一
人
ひ
と
り
が
火
災
を
出
さ
な
い

基
本
は
火
の
後
始
末

住
宅
用
火
災
警
報
機
設
置
は
義
務

お
い
ら
せ
の
普
及
率
は
27
㌫
強

地
域
の
人
々
の
防
災
意
識

自
主
防
災
組
織
は
重
要
な
役
割
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◀ゴールを目指して懸命に走る子どもたち

◀ボールを村上教育長に手渡す大山野球協会会長（写真左）

◀ボールをめぐり、相手選手と激しく競り合う谷地亮祐選手（背番号⑨）

◀新たに教育委員に任命された渡部タイ子さん、武田昭子さん（写真左から）

◀町長へ花束を贈った町連合婦人会の会員たち

◀町長へ奨学資金を手渡す渡邉キミヱさん

赤組も白組も頑張った
　百石小学校運動会

少年の野球技術上達を願う
　野球協会は学校へボールを寄贈

教育の発展に強い思い　
　町教育委員を新たに任命

花束に感謝の気持ちを込めて
　町連合婦人会父の日キャンペーン

町の子どもたちのために
　町奨学資金に 20 万円を寄付

おいらせは総合３位に輝く　
　郡総体で選手たちは大健闘

◀植木を丁寧に剪定する西村敦
あ つ

子
こ

さん（三ツ和食品に勤務）

◀阿光坊古墳群内で視察する策定委員たち

古墳群の将来像を検討する
　史跡阿光坊古墳群保存管理計画策定

愛される公園を目指して
　商工会工業部会の公園整備作業

　史跡阿光坊古墳群の保存管理計画策定委員会は５月 24 日、
25 日の両日開かれました。
　初日は阿光坊古墳群現地で視察を実施。委員たちは現地を
くまなく歩きながら、保存状態の良い遺構を確認していまし
た。２日目の会議は、今後の活用方法に向けて、委員から活
発な意見が出されました。
　この策定委員会は今後も重ねて開かれ、年度末には古墳群
の新たな活用法などの方針が計画としてまとめられる予定で
す。

　百石小学校の運動会は６月２日、百石小学校グラウンドで
開かれました。当初予定していた日程から雨のために延期に
なり、ようやくこの日に開催することができました。
　子どもたちは 100 メートル走やリレーなどで大活躍。赤組
も白組も、みんなが勝利を目指して頑張りました。
　当日訪れた保護者たちは、子どもたちの懸命な姿に目を細
めながら、惜しみない拍手と声援を送っていました。

　町野球協会（大山会長）は６月５日、本町すべての小学校、
中学校へ野球ボールを１ダースずつ寄付しました。
　大山会長は村上教育長へボールを手渡しながら、「野球は
いつの時代も子どもたちにとって人気のあるスポーツ。野球
少年たちのプレー上達のために、役立ててほしいです」と話
していました。
　中体連などの大会が近づき、どの学校も野球の練習にいっ
そう熱が入ります。普段の練習の成果を発揮できるように、
精いっぱい頑張ってほしいものです。

　町は新たな教育委員に、渡
わ た

部
な べ

タイ子さん（59）＝七軒町＝、
武
た け

田
だ

昭
あ き

子
こ

さん（48）＝緑ヶ丘＝の２人を任命しました。
　保育園で乳幼児の保育に長年携わってきた渡部さんは「町
の教育発展のため、これまでの経験を少しでも生かしたい」
と抱負を語りました。保護者として子どもを育てている武田
さんは「責任の重さをずっしりと感じています。町の子ども
たちの健やかな成長のために、少しでも役に立てればうれし
いです」と、これからの活動に意欲を燃やしていました。

　町連合婦人会（種市 恭
きょう

子
こ

会長）は６月 12 日、父の日キャ
ンペーンのために町長室を訪問し、花束を贈りました。この
行事は婦人会恒例の行事として、毎年父の日の前後に行われ
ているものです。
　吉田絹

き ぬ

恵
え

副会長から花束を手渡された三村町長は終始笑
顔。会員たちは▷町の将来の夢▷町のイベント▷婦人会の役
割－など、さまざまなテーマで町長との懇談を楽しみました。

　渡邉キミヱさん＝鶉久保＝は６月 12 日、町長室を訪問し、
町奨学資金として 20 万円を寄付しました。
　長年第一生命に勤務していた渡邉さんは、「退職を期に、
地域へ少しでも貢献したいと思います。子どもたちの教育の
ために活用してください」と話していました。
　大切に使わせていただきます。ありがとうございました。

　上北郡総合体育大会は６月６日、７日の両日、六ヶ所村を
主会場に開かれました。本町から参加した 14 種目の選手た
ちは、日ごろの練習の成果を存分に発揮。おいらせ町は郡下
７町村中、総合３位の成績を収めました。
◎おいらせ町の優勝種目
　バスケットボール女子（17 年連続）／グラウンドゴルフ（８
　年連続）／サッカー（４年連続）／卓球女子（９年ぶり）

　商工会工業部会（三村良七部会長）は６月３日、いちょ
う公園で整備作業を行いました。
　参加した会員およそ 50 人は、120 本ほどのアジサイやド
ウダンツツジを丁寧に植え付けました。公園内の植木を丁
寧に剪

せ ん

定
て い

する会員もいました。
　いちょう公園にはおよそ 600 本のアジサイが植えられて
います。季節ごとにさまざまな植物や花を植え、訪れる人
を楽しませるようにしています。

 Oirase Topics まちの話題 町のイベントや地域の話題などをお伝えします。身近な情報を広報まで寄せてください。企画課☎ 0178-56-4701
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国民健康保険税
約10％引き上げます

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴

　

う
経
過
措
置

①
国
保
世
帯
で
七
十
五
歳
以
上
の
人
が
後

　

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
場
合

　

の
移
行
後
五
年
間

　

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移

行
し
た
人
を
含
め
て
、
従
来
ど
お
り
保
険

税
の
軽
減
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
が
一
人
に
な
る
世
帯
に
つ

い
て
は
、
医
療
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
分

の
平
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

②
七
十
五
歳
以
上
の
人
が
被
用
者
保
険
か

　

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た

　

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
被
扶
養
者
で
六
十

　

五
歳
以
上
の
人
が
新
た
に
国
保
に
加
入

　

す
る
場
合
の
移
行
後
二
年
間

　

申
請
に
よ
り
、
所
得
割
と
資
産
割
が
全

額
免
除
、
均
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

被
扶
養
者
だ
け
の
世
帯
は
、
平
等
割
も
半

額
に
な
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
支
払
い
）
対

　

象
者

　

六
十
五
歳
以
上
七
十
五
歳
未
満
の
世
帯

主
で
あ
る
国
保
加
入
者
で
、
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
人
は
、
特
別
徴
収
の
対
象

者
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
す
る
こ
と
で
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
全
員
が
六
十
五

　

歳
以
上
七
十
五
歳
未
満

②
年
金
の
年
額
が
十
八
万
円
以
上
で
、
国

　

保
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金

　

受
給
額
の
二
分
の
一
以
下

問
税
務
課
（
本
庁
舎
一
階
）

　

☎
０
１
７
８
・	

56
・
４
７
０
４

■
七
十
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
へ

●
国
保
の
高
齢
受
給
者
証
が
更
新

　

七
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
国
保
加

入
者
に
交
付
さ
れ
て
い
る
「
高
齢
受
給
者

証
（
白
色
）」
は
、
本
年
七
月
三
十
一
日

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
七
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
中
の
所
得
状
況
な
ど
に
よ

り
、
八
月
一
日
か
ら
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
割
合
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
国
保
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

高
齢
受
給
者
証
で
医
療
を
受
け
る
人
の

う
ち
、
低
所
得
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
の
対
象
者
に

交
付
さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
（
青
色
）」
は
、
本
年
七

月
三
十
一
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

新
し
い
認
定
証
の
交
付
に
は
、
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
通
知
し
ま

す
の
で
、早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
七
十
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
へ

　

病
気
や
け
が
で
入
院
し
た
場
合
、
医
療

費
の
窓
口
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

　

七
十
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
が
入
院
し

た
場
合
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
医
療
機

関
へ
提
示
す
れ
ば
、
支
払
い
額
は
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
入
院
中
で
限
度
額
適
用
認
定
証
が

必
要
な
人
は
、
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
請
場
所

　

環
境
保
健
課
、
町
民
課

●
持
参
す
る
も
の

　

国
保
の
保
険
証
、
世
帯
主
の
印
鑑

問
環
境
保
健
課
（
分
庁
舎
一
階
）

　

☎
０
１
７
８
・
56
・
４
２
１
８

　

改
定
に
よ
り
、
税
率
や
課
税
限
度
額
は

次
の
表
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。（　

）

内
は
平
成
二
十
年
度
の
税
率
で
す
。

０～ 74 歳 40 ～ 64 歳

医療分 後期高齢者
支援分 介護分

所得割※１
5.3％

（4.8％）
1.4％

（1.2%）
0.8%

（0.7％）

資産割※２
31.0％

（28.0％）
7.7％

（7.0％）
7.2％

（6.5％）

均等割※３
24,000 円

（22,000 円）
5,500 円

（5,000 円）
8,300 円

（7,500 円）

平等割※４
28,600 円

（26,000 円）
6,600 円

（6,000 円）
5,500 円

（5,000 円）
課税限度額 470,000 円 120,000 円 100,000 円

Keyword　―用語解説―

※１所得割／世帯の加入者の所得
に応じて計算されます　※２資産
割／世帯の加入者の資産に応じ
て計算されます　※３均等割／世
帯の加入者数に応じて計算され
ます　※４平等割／一世帯あたり
の金額を計算します

改
定
後
の
税
率
・
税
額

各
種
認
定
証
の
更
新

One for all, all for one

国民健康保険って何？

　国民健康保険は、病気やけがの時
に安心して医療サービスを受けられ
るよう、お金を出し合い、支え合う
制度です。略して「国保」と呼ばれ
ることもあります。サラリーマンな
どの健康保険や、公務員の共済組合
などとともに、医療保険制度の根幹
をなすものです。1961 年には国民す
べてが公的医療保険に加入する「国
民皆保険体制」が整えられました。

　国民健康保険の加入対象（被保険者）
は、０歳から 74 歳までの、主に次の
人たちです。

　国民健康保険税は、国保財政を支え
る大切な財源です。必ず納期内に納め
ましょう。

●店などを経営している自営業者
●パートなどで職場の健康保険に加入　
　していない人
●農業者や漁業者
●外国人登録をし、日本に１年以上滞　
　在する人
●退職などで職場の健康保険をやめた人

国保税第１期納期 ７月 31 日（金）
国保税第２期納期 ８月 31 日（月）
国保税第３期納期 ９月 30 日（水）
国保税第４期納期 11 月２日（月）
国保税第５期納期 11 月 30 日（月）
国保税第６期納期 12 月 25 日（金）
国保税第７期納期 ２ 月 １ 日 （ 月 ）

誰もが安心して医療サービスを受けられる。
その支えになっている国民健康保険は、
互いの助け合いによって成り立ちます。
しかし、近年の医療費の増大などにより、
国民健康保険を支える財政は
きわめて厳しい状況に置かれています。
これらの状況を踏まえながら、
町は安定した医療サービスを持続するため、
平成 21 年度分から国民健康保険税の税率を
約 10％引き上げします。
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●
日
時　

八
月
二
十
五
日
（
火
）、

　

九
月
一
日
（
火
）、八
日
（
火
）、

　

十
五
日
（
火
）、二
十
九
日
（
火
）

　

の
全
五
回

　

十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

蛯
名
由
美
子
さ
ん

●
受
講
料　

無
料

●
教
材
費　

一
回
千
円
程
度

●
定
員　

先
着
十
人
（
町
民
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル
、

　

筆
記
用
具

●
締
め
切
り　

七
月
三
十
一
日　

　
（
金
）
ま
で

●
日
時　

八
月
二
日
（
日
）、

　

九
日
（
日
）
の
二
回

　

十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

●
場
所　

下
田
公
園
（
雨
天
時
は

　

白
鳥
の
家
）

●
講
師　

津
曲
隆
信
さ
ん
（
二　

　

日
）、
川
村
正
さ
ん
（
九
日
）

●
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
保
険

　

代
と
し
て
一
回
二
十
一
円
）

●
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
帽
子
な
ど

●
定
員　

小
学
生
と
男
性
の
保
護

　

者
、
両
日
と
も
先
着
十
五
組

●
締
め
切
り　

七
月
十
七
日（
金
）

　

ま
で

●
日
時　

八
月
二
十
七
日
（
木
）

　

十
時
か
ら
十
三
時
ま
で

●
場
所　

い
き
い
き
館

●
講
師　

古
川
廣
志
さ
ん
（
カ
ワ

　

ヨ
グ
リ
ー
ン
ロ
ッ
ヂ
）

●
定
員　

先
着
二
十
人
（
町
民
）

●
受
講
料　

無
料

●
材
料
費　

八
百
円

●
締
め
切
り　

七
月
三
十
一
日　

　
（
金
）
ま
で

　

生
活
習
慣
病
予
防
、
健
康
促
進

の
た
め
に
ヨ
ガ
を
体
験
し
ま
し
ょ

う
。
男
女
問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時　

毎
週
月
曜
日　

十
八
時

　

半
か
ら
十
九
時
半
ま
で

　

七
月
十
三
日
（
月
）
か
ら
始
ま

　

り
ま
す

●
場
所　

東
公
民
館

●
服
装　

動
き
や
す
い
服
装

●
持
ち
物　

水
分
補
給
の
飲
み　

　

物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
な
け
れ
ば

　

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
）

問
東
公
民
館

　

☎
０
１
７
８
・
52
・
２
０
６
１

　

国
史
跡
阿
光
坊
古
墳
群
を

皆
さ
ん
の
公
園
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
意
見
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

七
月
下
旬
か
ら
九
月
上
旬

に
か
け
て
四
回
程
度
集
ま
っ

て
意
見
交
換
を
し
ま
す
。
詳

し
い
日
程
な
ど
は
、
参
加
者

　

町
立
図
書
館
で
は
「
夏
の

絵
日
記
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。
夏
の
楽
し
い
思

い
出
を
絵
日
記
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
？　

た
く
さ
ん
の
応

募
を
待
っ
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

町
内
保
育
園

　

・
幼
稚
園
児
、
小
学
生

●
作
品
募
集
期
間

　

七
月
十
日
（
金
）
か
ら
八

　

月
七
日
（
金
）
ま
で

●
提
出
先　

町
立
図
書
館　

に
直
接
連
絡
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

五
十
人

●
報
酬　

な
し

●
主
会
場　

東
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課

☎
０
１
７
８
・
56
・
４
２
７
６

●
結
果
発
表

　

八
月
二
十
二
日
（
土
）

　

作
品
は
大
山
将
棋
記
念
館

　

に
展
示
す
る
予
定
で
す
。

●
応
募
方
法　

図
書
館
、
公

　

民
館
図
書
室
で
用
紙
を
配

　

布
し
ま
す
の
で
、
直
接
カ

　

ウ
ン
タ
ー
ま
で
取
り
に
来

　

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

町
立
図
書
館

☎
０
１
７
８
・
52
・
３
９
０
０

●
自
衛
隊
は
ど
こ
ま
で
強
い
の
か

　
　
　
　
　
　
　

／
田
母
神
俊
雄

●
多
重
人
格
者　

／
岡
野
憲
一
郎

●
銭
湯

　

／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
美
の
壺
」
制
作
班

●
建
築
家
安
藤
忠
雄
／
安
藤
忠
雄

●
も
っ
と
私
た
ち
の
お
弁
当

　
　
　
　

／
ク
ウ
ネ
ル
お
弁
当
隊

●
太
一
×
ケ
ン
タ
ロ
ウ
男
子
ご
は

　

ん
の
本　
　
　
　

／
国
分
太
一

●
あ
の
人
の
食
器
棚

　
　
　
　
　
　
　

／
伊
藤
ま
さ
こ

●
ツ
レ
は
パ
パ
１
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　

／
細
川
貂
々

●
オ
リ
ー
ブ
ａ
ｎ
ｄ
ベ
リ
ー
フ
ァ

　

ン
ブ
ッ
ク　
　
　
　

／
小
暮
剛

●
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
・
エ
ロ
チ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　

／
甲
斐
庄
楠
音

■　

図
書
館　

■

●
日
本
を
滅
ぼ
す
「
自
分
バ
カ
」

　
　
　
　
　
　
　

　
／
勢
古
浩
爾

●
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
13
／
東
野
圭
吾

●
そ
れ
は
「
う
つ
病
」
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
！　
　
　
　

／
林
公
一

●
会
社
人
生
で
必
要
な
知
恵
は
す

　

べ
て
マ
グ
ロ
船
で
学
ん
だ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

／
齊
藤
正
明

●
最
後
の
冒
険
家　

／
石
川
直
樹

●
風
土
の
発
見
と
創
造　

１　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

／
三
澤
勝
衛

●
「
分
か
り
や
す
い
教
え
方
」
の

　

技
術　
　
　
　
　

／
野
村
正
樹

●
若
者
が
求
め
る
年
金
改
革　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

／
植
村
尚
史

●
怖
い
絵　
　
　
　

／
中
野
京
子

●
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房　

／
武
良
布
枝

●
「
書
道
」
の
教
科
書

　
　
　
　
　
　
　
　

／
横
山
豊
蘭

●
イ
メ
ー
ジ
と
読
み
の
将
棋
観

　
　
　
　
　
　
　
　

／
鈴
木
宏
彦

●
読
め
そ
う
で
よ
め
な
い
間
違
い

　

や
す
い
漢
字　
　

／
出
口
宗
和

●
理
解
と
い
う
名
の
愛
が
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　

／
山
田
ズ
ー
ニ
ー

●
松
本
清
張
を
推
理
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

／
阿
刀
田
高

●
こ
の
文
庫
書
き
下
ろ
し
時
代
小

　

説
が
す
ご
い
！　
　

／
宝
島
社

●
楊
令
伝　

９　

遥
光
の
章

　
　
　
　
　
　
　
　

／
北
方
謙
三

●
八
番
筋
カ
ウ
ン
シ
ル

　
　
　
　
　
　
　

／
津
村
記
久
子

●
風
の
中
の
マ
リ
ア
／
百
田
尚
樹

●
運
命
の
人　

１
・
２

　
　
　
　
　
　
　
　

／
山
崎
豊
子

●
無
趣
味
の
す
す
め　

／
村
上
龍

■
北
公
民
館
■

●
無
趣
味
の
す
す
め　

／
村
上
龍

●
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
13
／
東
野
圭
吾

●
欲
情
の
作
法　
　

／
渡
辺
淳
一

●
津
軽
百
年
食
堂　

／
森
沢
明
夫

●
砂
冥
宮　
　
　
　

／
内
田
康
夫

●
ス
テ
ッ
プ　
　
　
　

／
重
松
清

●
罪
と
罰　
　
　
　
　

／
本
村
洋

●
天
地
人　

上　

紅
葉
の
教
え

　
　
　
　
　
　
　

／
小
松
江
里
子

◎　

七
月
の
本
展
示　

◎

★　

一
般　

★

【
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
】

　

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
自
伝
や
伝
記

★　

児
童　

★

【
七
夕
と
星
座
の
本
】

　

七
夕
の
伝
説
や
星
の
本

◎　

七
月
の
よ
み
き
か
せ
会　

◎

●
日
時　

七
月
十
一
日
（
土
）、

　
　
　
　

二
十
五
日
（
土
）　

　
　
　
　

十
四
時
か
ら

●
場
所　

あ
そ
ぼ
っ
と

　
　
　
　
（
図
書
館
内
）

◎　

七
月
の
図
書
館
休
館
日　

◎

　

七
月
六
日（
月
）、十
三
日（
月
）、

　

二
十
一
日
（
火
）、
二
十
七
日

　
（
月
）

が
、
曲
げ
物
の
ワ
ッ
パ
で
あ
る
。
飯

ワ
ッ
パ
と
菜
ワ
ッ
パ
が
あ
っ
た
。

　
杉
や
ヒ
バ
の
薄
板
を
曲
げ
て
丸

め
、
桜
の
皮
で
縫
い
と
じ
、
底
板
を

付
け
て
つ
く
っ
た
。
通
気
性
が
あ
り
、

軽
く
て
丈
夫
で
あ
っ
た
。
形
は
円
形

や
楕
円
形
が
あ
る
。
大
き
さ
も
飯
一

合
、
二
合
、
三
合
、
五
合
入
り
な
ど

さ
ま
ざ
ま
あ
っ
た
。
蓋
の
深
さ
が
身

の
深
さ
と
同
じ
も
の
は
、
身
に
も
蓋

に
も
飯
を
詰
め
て
合
わ
せ
る
と
、
二

食
分
入
っ
た
。
稗
飯
は
冷
め
る
と
ポ

ロ
ポ
ロ
に
な
る
の
で
、
水
を
か
け
て

か
き
込
ん
で
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
菜
ワ
ッ
パ
に
は
、
焼
い
た
塩

マ
ス
、
生
味
噌
、
味
噌
大
根
、
大

根
の
ぬ
か
漬
け
、
キ
ュ
ウ
リ
漬
け

な
ど
を
入
れ
た
。

　
か
つ
て
白
米
は
特
別
な
日
の
ご

馳
走
だ
っ
た
。
白
い
飯
を
毎
日
の

よ
う
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
昭
和
の
戦
後
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫻
庭
俊
美

公民館講座

史跡公園（仮称）ワークショップ参加者募集夏の絵日記コンクール作品募集

図書館情報　問図書館／ 0178-52-3900おいらせアーカイブス　File_017

　
い
つ
の
日
も
食
事
は
楽
し
み
で
あ

り
、
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
神
社
参

拝
を
は
じ
め
と
す
る
旅
や
山
仕
事
、

漁
な
ど
に
持
参
す
る
弁
当
の
容
器
の

中
で
、
か
つ
て
最
も
用
い
ら
れ
た
の

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

パ
パ
と
一
緒
に
自
然
散
策

季
節
野
菜
の
料
理
教
室

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
体
験
者
募
集

新
着
図
書
案
内

ワッパ
［民具ふれあい館蔵］

阿光坊古墳群って何？

阿光坊古墳群は、阿光坊地区にあ
る大規模な古墳群。７世紀前半か
ら９世紀末につくられたと思われ
る墳丘（お墓）が 100 基以上確認
されている。昭和 62 年の発見以降、
発掘調査が続けられた。平成 19 年
７月、国指定文化財に指定された。

　野菜スイーツ商品開発
　ワーキングメンバーを募集

　おいらせブランド推進協議会は、
おいらせ町の野菜を使って、おいら
せ町の人と一緒に新しい野菜スイー
ツを開発します。
　このプロジェクトに参加してもら
える▷スイーツ製作の協力店（ケー
キづくりの職人さん）▷野菜農家▷
アイディアなどを出してくれる人－
などを募集しています。メンバーに
なった人は、おいらせブランド推進
協議会の会員として参加していただ
きます。
　町内の製菓店や、個人でお菓子を
販売している人にも参加をお願いし
たいと考えています。たくさんの種
類のスイーツを手がける予定ですの
で、少人数のグループに分かれて活
動してもらいます。
　新しい商品を開発して、おいらせ
町を全国にアピールしましょう。食
べた人が笑顔になるスイーツを目指
して、生産者と製造者、そして販売
のトータルを、おいらせブランドが
サポートします。
●野菜スイーツって何？
　野菜を材料に使った、甘いお菓子
　などのことです
●アドバイザー
　三宅曜子さん／㈱クリエイティブ
　ワイズ代表取締役社長
●申し込み期限　７月 10 日（金）
　まで
●申し込み・問い合わせ
　おいらせブランド推進協議会
　（分庁舎４階）
　☎ 0178-56-2019

－平成 21 年度地域資源∞
　　全国展開プロジェクト事業－



広報おいらせ  ●   2009.7 24広報おいらせ  ●   2009.725

　介護保険施設などでの居住費や食費は、原則と
して全額自己負担です。しかし、低所得者の施設
利用を支えるために、利用者負担段階が４段階に
設定されています。第１段階から第３段階の該当
者は、町に申請することで、負担額を軽減するこ
とができます。
食費・居住費の利用者段階

●高額介護（予防）サービス費の支給申請方法
　　１カ月の利用者負担額（同世帯に複数の利用
　者がいる場合は世帯合計額）が上記の限度を超
　えたときは、印鑑と被保険者名義の通帳を持参
　し、介護福祉課の窓口で支給申請をしてくださ
　い。初回申請すれば、翌月以降に対象になった
　場合には指定口座へ支給額を振込みします。
　　詳細は気軽に問い合わせてください。

●減額認定の有効期限
　　減額認定の有効期限は、原則として申請した
　月の初日から毎年６月 30 日までです。引き続
　き減額の認定を希望する場合は、毎年の更新申
　請が必要です。
●負担限度額認定申請の方法
　　介護保険施設（特別養護老人ホームなど）や
　短期入所介護事業所（ショートステイ）を利用
　する場合は、印鑑を持参し、介護福祉課の窓口
　で申請してください。

　介護保険サービス利用者負担額が著しく高額に
なった場合は、利用者負担額から下表の負担限度
額を差し引いた額を、申請により支給します。
●所得区分ごとの負担限度額

INFOMATION

介護福祉課
☎ 0178-56-4705

介護保険施設の住居費や食費の負担限度額

利用者負担を軽減する制度があります

高額介護（予防）サービス費

対象要件 １日の減額
割合の目安

第１段階
①町民税世帯非課税※の老齢
　福祉年金受給者
②生活保護受給者

　1,380 円
　→　300 円

第２段階
町民税世帯非課税で、合計所
得金額と課税年金収入を合わ
せて 80 万円以下の人

　1,380 円
　→　390 円

第３段階 町民税世帯非課税で、第２段
階に該当しない人

　1,380 円
　→　650 円

第４段階 上記のいずれにも該当しない
町民税課税世帯（本人課税） 　1,380 円

所得区分 負担上限額
生活保護受給者 個人 15,000 円
町民税世帯非課税 世帯 24,600 円

①合計所得金額＋課税年金収入
　＝ 80 万円以下 個人 15,000 円

②老齢福祉年金受給者 個人 15,000 円
上記にあてはまらない場合 世帯 37,200 円

介護 保 険

※１世帯全員が町民税を納めなくてもよい世帯のこと

　

自
治
を
み
ん
な
で
考
え
あ
う
「
ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
を
得
る
よ
い
機
会
で
す
。
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

七
月
十
一
日
（
土
）

　

十
四
時
か
ら
十
七
時
ま
で

●
場
所　

み
な
く
る
館

●
内
容

①
基
調
講
演

　

演
題
／
「
分
権
時
代
の
自
治
体
経
営

　

～
住
民
・
議
会
・
行
政
の
協
働
」

　

講
師
／
中
川
幾
郎
さ
ん
（
奈
良
県
帝

　

塚
山
大
学
教
授
）

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

テ
ー
マ
／
「
お
い
ら
せ
の
コ
ミ
ュ
ニ

　

町
は
三
月
二
十
五
日
か
ら
定
額
給
付

金
の
申
請
を
受
け
付
け
、
四
月
九
日
か

ら
随
時
給
付
し
て
い
ま
す
。

　

定
額
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。
ま
だ
申
請
し

て
い
な
い
人
は
早
め
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

　

▽
手
続
き
方
法
が
わ
か
ら
な
い
▽
申

請
書
を
な
く
し
た
▽
申
請
書
が
届
か
な

い-

と
い
う
人
は
、
総
務
課
に
気
軽
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
額
給
付
金
を
騙
り
、
現
金
を
だ
ま

　

テ
ィ
の
か
た
ち
を
創
る
」

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

大
杉
覚
さ
ん
（
首
都
大
学
東
京
教
授
）

○
パ
ネ
ラ
ー

　

佐
藤
克
朗
さ
ん
（
宮
城
県
丸
森
町
し

　

あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り
課
課
長
補　

　

佐
）

　

高
橋
武
俊
さ
ん
（
神
奈
川
県
藤
沢
市

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　

ー
）

　

三
浦
麻
子
さ
ん
（
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ネ		

　

ッ
ト
ワ
ー
ク
東
北
事
務
局
長
）

　

福
原
仁
一
さ
ん
（
古
間
木
山
連
合
町

　

内
会
長

●
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

☎
０
１
７
８
・
56
・
４
７
０
１

し
取
る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
町

は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
絶
対
に
し
ま
せ

ん
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い

■
町
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払

　

機
）
の
操
作
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

　

せ
ん

■
町
職
員
が
手
続
き
の
た
め
に
手
数
料

を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

　

不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

迷
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
（
本
庁
舎
二
階
）

　

☎
０
１
７
８
・
56
・
２
１
６
６

　

三
沢
警
察
署

　

☎
０
１
７
６
・
53
・
３
１
４
５

　

警
察
相
談
電
話　

♯
９
１
１
０

第
六
章　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則

（
自
己
決
定
と
連
携
）

第
二
十
二
条　

お
い
ら
せ
町
は
、
地
方
自
治
の
理

　

念
に
則
り
、
国
及
び
青
森
県
と
対
等
な
立
場
で

　

相
互
に
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
り
ま　

　

す
。

２　

町
は
、
他
の
自
治
体
と
の
相
互
理
解
の
も
と
、

　

共
通
の
課
題
に
対
し
て
は
積
極
的
に
連
携
し
て

　

そ
の
解
決
に
努
め
ま
す
。

（
地
域
経
営
の
原
則
）

第
二
十
三
条　

お
い
ら
せ
町
は
、
持
続
可
能
な
地

　

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
経
営
の
視
点

　

か
ら
、
地
域
資
源
を
活
用
し
最
小
の
経
費
で
最

　

大
の
効
果
を
上
げ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
知
る
権
利
と
情
報
共
有
）

第
二
十
四
条　

お
い
ら
せ
町
は
、
町
民
の
知
る
権

　

利
を
尊
重
し
、
町
民
、
行
政
及
び
議
会
の
保
有

　

す
る
情
報
を
可
能
な
限
り
共
有
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
尊
重
）

第
二
十
五
条　

お
い
ら
せ
町
は
、
町
民
の
個
人
情

　

報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
ま
す
。

（
参
加
の
保
障
と
協
働
）

第
二
十
六
条　

お
い
ら
せ
町
は
、
町
民
の
ま
ち
づ

　

く
り
に
参
加
す
る
機
会
を
保
障
し
ま
す
。

２　

町
は
、
町
民
が
地
域
活
動
、
公
益
活
動
、
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
自
主
的
な
活
動
に
参

　

加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
町
民
、
行
政
及

　

び
議
会
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

　

す
。

（
住
民
投
票
）

第
二
十
七
条　

お
い
ら
せ
町
の
重
要
事
項
に
つ
い

　

て
は
、
お
い
ら
せ
町
の
住
民
、
町
長
又
は
議
会

　

の
発
議
に
よ
り
、
住
民
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）

まちづくりフォーラム

定額給付金

自
治
基
本
条
例

町
民
、
議
会
、
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
共
通
の
理
解
が
必
要
で
す
。

今
回
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則
（
ル
ー
ル
）

を
紹
介
し
ま
す
。

四
月
一
日
ス
タ
ー
ト

JICHI KIHON JOREI OIRASE -No.6-

国 町 県
協力

地域資源（人材、自然、財源）
を活用し、成果を重視した政
策展開の実施

重要事項について、三者それ
ぞれの発議により住民投票を
実施

と

協力

対等 対等

第 22 条　自己決定と連携

第 23 条　地域経営

第 24 条　情報共有
第 25 条　 個 人 情 報、　　
　　プライバシーの尊重
第 26 条　参加の保障、
　　協働

第 27 条　住民投票

「おいらせ町はどんな住民自治組織を目指すのか？」　－前号に引き続くー

　現在、住民自治組織検討委員会は、
町内会をはじめとした団体が抱えて
いる問題点を出し合いながら、解決
のために▷誰がやるのか▷既存の組
織でできないのか▷団体間を越えた
連携ができるのか－など、組織のあ
り方を協議してきました。平成 20 年
７月から今まで、15 回にわたり検討
を続けています。
　次の表は、現在検討を続けている
内容の一部です。

名称 組織の規模 具体的な役割 組織の形態 補助の種類
・○○地区地域
　づくり協議会

・○○地区まち
　づくり協議会

・○○地域づく
　り連合会

・○○町内会連
　合会

・○○地区住民
　自治会
　　　　　など

①小学校単位で
　５地区
②地域の特性と
　に応じた近隣
　の町内会単位
③上記②を基本
　とするが、世
　帯数に応じ　
　10 ～ 15 単位
④下部組織とし
　て各種委員会
　を設置

・自発的な地域
　コミュニティ
　 活 動 の 企 画、
　立案、実施

・地域内まちづ
　くり計画

・防犯、交通安
　全、災害など
　の安全対策

・福祉、教育、　
　文化の推進
　　　　　など

（拠点施設）
・ ３ 公 民 館 と 地
　区の集会施設
　を活用

（役員・事務局）
①公民館ごとに
　専門職員配置
②事務局は地域
　担当制の町職
　員を配置
③事務局はボラ
　ンティア  など

①基礎的活動経
　費（人口割）
②コミュニティ
　事業活動経費
③生活基盤整備
　活動経費
④ 施 設 の 管 理、
　運営経費は不
　要
⑤立ち上げ当初
　の設立経費は
　必要　　など

対　　　等

対 対

等 等

申
請
は
済
み
ま
し
た
か
？

詐

欺

に

注

意

シリーズ
６
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　日中仕事などで、税金の納付や相談が困難な皆
さんを対象に、夜間と休日に納税相談日を設けて
います。開設時間内であれば、各種税金を納める
こともできます。気軽に利用してください。

●問い合わせ　税務課　☎ 0178-56-4704

◎７月 31 日は次の税金の納付期限です。
　国民健康保険税（第１期）、介護保険料（第１期）、
　後期高齢者保険料（第１期）、固定資産税（第２期）
　納め忘れ防止、手間のかからない口座振替が
　便利です！

■問い合わせ　八戸社会保険事務所　℡ 0178-44-1742
　　　　　　　町民課（本庁舎１階）℡ 0178-56-2246

免除申請　－ 継続編 －

免除の該当理由が、失業や倒産など
の場合は、継続できません

免除申請の受付期間

　

業
（
町
民
課
）
／
小
学
校
就
学

　

前
三
年
間
、
子
ど
も
一
人
あ
た

　

り
三
万
六
千
円
を
支
給
し
ま
す

●
底
力
発
揮
・
二
十
一
世
紀
型
イ

　

ン
フ
ラ
整
備

□
公
共
施
設
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応

　

事
業
（
総
務
課
）

□
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
購
入
事
業　

　
（
学
務
課
）

□
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
購
入
事
業

　
（
学
務
課
）

□
教
育
施
設
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
購

　

入
事
業
（
学
務
課
）

□
農
産
物
加
工
機
械
購
入
補
助
事

　

業
（
農
林
水
産
課
）

●
応
募
資
格

①
本
町
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先　

　

を
有
す
る
満
十
八
歳
以
上
で
、

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
興
味
、
関
心

　

が
あ
る
人

②
本
庁
舎
ま
で
自
分
で
移
動
し
、

　

会
議
に
参
加
で
き
る
人

③
町
の
ほ
か
の
審
議
会
、委
員
会
、

　

懇
話
会
な
ど
の
委
員
、
議
会
議

　

員
ま
た
は
行
政
機
関
の
職
員
で

　

な
い
人

④
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　

そ
の
執
行
が
終
わ
っ
て
い
な
い

　

人
⑤
成
年
被
後
見
人
、
町
税
な
ど
の

　

滞
納
者
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

　

国
の
経
済
危
機
対
策
を
受
け
、

町
は
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
低
炭
素
革
命

□
環
境
対
応
車
導
入
事
業
（
総
務

　

課
）

□
資
源
ご
み
箱
設
置
補
助
事
業　

　
（
環
境
保
健
課
）

●
金
融
対
策

□
緊
急
保
証
制
度
申
請
保
証
料
助

　

成
事
業
（
商
工
観
光
課
）

●
健
康
長
寿
・
子
育
て

□
子
育
て
応
援
特
別
手
当
給
付
事

　

町
は
本
年
度
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
▽
太
陽
光
▽
太
陽
熱
▽
風
力

▽
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
可
能
性
を
探
り
、
地
域
の

住
民
や
企
業
が
連
携
し
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
の
導
入
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
計
画
策
定
に
町
民
の
意
見
を

反
映
す
る
た
め
、
委
員
の
一
部
を

募
集
し
ま
す
。
興
味
、
関
心
の
あ

る
人
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

町
は
、
緑
化
活
動
や
清
掃
活
動

な
ど
の
取
組
み
を
表
彰
し
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
生
活
環
境
で
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

●
対
象　

町
民
（
団
体
を
含
む
）

●
表
彰
の
内
容

①
緑
化
活
動
賞
／
花
や
緑
を
生
か

　

し
て
、
お
お
む
ね
二
年
以
上
、

　

計
画
的
な
環
境
整
備
を
行
い
、

　

景
観
向
上
に
寄
与
し
た
個
人
ま

　

た
は
団
体

②
環
境
美
化
賞
／
公
共
の
場
所
を

　

お
お
む
ね
五
年
以
上
に
わ
た
り

　

清
掃
美
化
活
動
し
た
個
人
ま
た

　

は
団
体

●
推
薦
の
手
続
き

　

環
境
保
健
課
、
町
民
課
、
北
部

出
張
所
に
備
え
付
け
の
推
薦
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
推
薦
用
紙
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
推
薦
期
間　

七
月
一
日
（
水
）

　

か
ら
十
月
三
十
日
（
金
）
ま
で

●
審
査
・
発
表

　

町
長
が
委
嘱
す
る
委
員
で
構
成

す
る
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

で
審
査
し
ま
す
。
表
彰
者
に
は
直

接
通
知
し
、
広
報
お
い
ら
せ
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

　

表
彰
者
に
は
、
賞
状
と
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。

　

町
は
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
を

購
入
す
る
人
に
対
し
、
三
万
円
を

上
限
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
購
入
を
検
討
し
て
い
る
人
は

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
保
健
課

　

☎
０
１
７
８
・
56
・
４
２
１
８

●
地
域
活
性
化

□
観
光
イ
ベ
ン
ト
等
備
品
購
入
事

　

業
（
商
工
観
光
課
）

□
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
補
助

　

事
業
（
商
工
観
光
課
）

□
町
道
整
備
事
業（
地
域
整
備
課
）

□
ス
ポ
ー
ツ
車
購
入
事
業
（
ス
ポ

　

ー
ツ
振
興
課
）

●
安
全
・
安
心
確
保

□
防
災
資
機
材
等
整
備
事
業
（
総

　

務
課
）

□
廃
棄
物
処
理
施
設
解
体
事
業　

　
（
環
境
保
健
課
）

□
児
童
館
環
境
整
備
事
業
（
児
童

　

館
）

　

な
い
人

●
募
集
人
数　

二
人
程
度

●
任
期　

委
嘱
の
日（
八
月
上
旬
）

　

か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月

　

二
十
八
日
ま
で

●
会
議　

日
中
四
回
程
度
、
県
外

　

視
察
研
修
一
回
程
度

●
謝
礼　

日
額
五
千
三
百
円
、
視

　

察
研
修
日
当
二
千
円

●
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
、
持
参
、
郵
送
、

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の

　

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は　

　

▽
企
画
課
（
本
庁
舎
）
▽
分
庁

　

サ
ー
ビ
ス
課
（
分
庁
舎
）
▽
北

　

部
出
張
所
―
に
備
え
付
け
て
い

　

ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

　

き
ま
す
。
応
募
の
際
に
得
た
個

　

人
情
報
は
、
本
事
業
の
目
的
以

　

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
締
め
切
り　

七
月
十
五
日

　
（
水
）　

郵
送
の
場
合
は
当
日
消

　

印
有
効

●
選
考
方
法　

応
募
申
込
書
を
審

　

査
し
、
結
果
は
文
書
で
通
知
し

　

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

企
画
課
（
本
庁
舎
二
階
）

　

☎
０
１
７
８
・
56
・
４
７
０
１

経済危機対策　問企画課☎ 0178-56-4701ごみのないまちづくり ▼ ▼ ▼ NON-DAST,CREAN

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
事
業

い
き
い
き
ラ
ン
ラ
ン
美
化

賞
を
募
集
し
ま
す

生
ご
み
も
大
切
な
資
源

生
ご
み
処
理
機
に
補
助

月　日 時　間 会　場

夜間

７月７日（火）

17:15-20:00
税務課（本庁舎）

７月 21 日（火）
７月 14 日（火） 分庁サービス課

（分庁舎）７月 28 日（火）
休日 ７月５日（日） 8:30-17:00 税務課（本庁舎）

平成 20 年度の申請受け付けは
７月 31 日までだよ。忘れてい
た人は早めに手続きしてね。

国 年民 金

教 いて くえ らお ん

納税相談窓口を開設

年度 対象期間 受付期間

平成 20 年度
平成 20 年７月

平成 21 年６月

平成 20 年７月１日

平成 21 年７月 31 日

平成 21 年度
平成 21 年７月

平成 22 年６月

平成 21 年７月１日

平成 22 年７月 31 日

町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
委
員
を
公
募

委員を公募 ▼ ▼ ▼ PUBLIC ADVERTISEMENT

●日　時　７月 13 日（月）
　　　　　９時から 12 時まで
●場　所　中央公民館　会議室（２階）
●相談者　人権擁護委員
●内　容　差別、離婚、相続、虐待、
　　　　　近隣間トラブルなどの人権侵害

気軽に相談してください
―　人権相談　―

町 内 会 有楽町／阿光坊／本村／新敷
錦ヶ丘／洗平

住吉町／若葉／青葉／緑ヶ丘
鶉久保／木ノ下／豊栄／豊原
向山／苫米地／洋光台／根岸
黒坂／深沢／一川目／二川目

鍋久保／三本木／三田／間木／曙
木内々／染屋／木崎／秋堂／中野平
苗振谷地／向坂／本町地区／くるみ団地
／藤ヶ森／いちょう団地／堀切川／川口
／明神下／横道／日ヶ久保

燃 え る ご み 毎週月・木曜日 毎週火・金曜日
燃えないごみ ７月 24 日（金） ７月 28 日（火） ７月 27 日（月）

資 源 ご み 　　　　　　　　　　　７月１日（水）　　　　　　　　　　　　７月８日（水）
　　　　　　　　　　　７月 15 日（水）　  　　　　　　　　　　７月 22 日（水）

粗 大 ご み ７月 10 日（金）・24 日（金）　★有料予約制／１週間前までに申込みが必要です

缶 ・ プ ラ ス チ ッ ク 紙
プ ラ ス チ ッ ク 　 び ん 　

祝日も収集します　　　　　　　　　　　　　　　　　●問い合わせ　環境保健課（分庁舎１階）　℡ 0178-56-4218

ごみは夜出さず、収集日の朝８時までに出してください。ペットボトルのキャップやラベルははずしてください

ね
ー
、
メ
ン
ジ
ャ
ー
Ⅴ
。

免
除
申
請
っ
て
、
毎
年

七
月
に
行
か
な
き
ゃ

な
ら
な
い
の
？

翌
年
以
降
手
続
き
不
要
！

そ
れ
が
継
続
申
請
で
あ
る

手
続
き
は

申
請
書
の
…

こ
こ
で
一
句
。

「
は
い
」
に
マ
ル

継
続
な
れ
ば

二
重
丸

そ
う
メ
ー
ン
。

申
請
は
原
則
、

毎
年
必
要
メ
ー
ン
。

で
も
、「
継
続
申
請
」
っ
て

い
う
の
も
あ
る
メ
ー
ン
。

継続できる
全額免除・納付猶予

（翌年手続き不要）

継続できない
1/4・半額・3/4 免除

（翌年も手続き必要）

ここにマルを
するメーン。

～ ～

～ ～
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にんじん娘

Monthly Oirase Information
OIRASE BRAND_File⑤

おいらせが ブランド
[ 全国に誇れる]

おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

Ninjin Musume
　
「
ケ
ー
キ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
」
で
二
十
年
近

く
前
か
ら
つ
く
ら
れ
て
い
る
に
ん
じ
ん
娘

は
、
店
の
看
板
商
品
の
一
つ
だ
。

　

ふ
ん
わ
り
と
し
た
黄
色
い
カ
ス
テ
ラ
、

表
面
は
絶
妙
な
焦
げ
目
で
、
食
欲
を
そ
そ

る
。
口
に
す
る
と
、
上
品
な
甘
み
と
香
ば

し
さ
が
広
が
る
。
ニ
ン
ジ
ン
嫌
い
な
人
で

も
、
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

材
料
と
し
て
使
う
ニ
ン
ジ
ン
は
す
べ
て

お
い
ら
せ
町
の
も
の
を
使
っ
て
い
る
と
い

う
、
こ
だ
わ
り
の
お
菓
子
だ
。
商
品
開
発

の
き
っ
か
け
を
、
店
長
の
馬
場
た
い
さ
ん

は
懐
か
し
そ
う
に
こ
う
語
る
。

　
「
町
の
特
産
品
の
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
、

何
か
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
と
、
種
市
良

平
町
長
（
故
人
、
元
下
田
町
長
）
に
頼
ま

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
か
わ
い
ら
し
い
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
包
ま
れ
た
に
ん
じ
ん
娘
。
お

土
産
に
も
最
適
の
一
品
だ
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ケ
ー
キ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

　

☎
０
１
７
８
・
56
・
３
９
５
６

　町はおいらせブランド推進協議会と一緒にブラン
ドづくりに取り組んでいます。本年度はモニターツ
アーや新商品開発プロジェクトなどに取り組む予定
です。興味のある人は、ぜひ入会してください。
●問い合わせ
　おいらせブランド推進協議会　☎ 0178-56-2019
　ポータルサイト http://www.oirasebrand.com/

※有料広告掲載欄です

場所 日　時 行事内容等

三　田
保育園
☎ 0178
56-2008

７/１㊌   10:00～11:00 手づくりおもちゃで遊ぼう
７/４㊏     9:00～12:00 運動会
７/７㊋   10:00～11:00 手づくりおもちゃで遊ぼう
７/８㊌   10:00～12:00 体験保育（２歳クラス）
７/９㊍   10:00～12:00 体験保育（１歳クラス）
７/10㊎   10:00～11:30 育児講座（ゆかたの着付け教室）
７/15㊌   10:00～12:00 ハンドメイドクラブ
７/16㊍   10:00～12:00 体験保育（０歳クラス）
７/23㊍   10:00～12:00 マタニティママクラブ
７/28㊋   10:00～11:30 親子クラブ
７/３㊎、17㊎、24㊎
　　　　 10:00～12:00 たんぽぽクラブ

錦ヶ丘
保育園
☎ 0178
56-4051

７/１㊌   10:00～11:30 元気ルーム（七夕製作）
７/２㊍   10:00～11:30 ピヨピヨサークル（七夕製作）
７/11㊏   17:30～19:30 ゆうすずみ会（ゲームで遊ぼう）

菜の花
保育園
☎ 0176
53-8670

７/11㊏   10:00～11:30 体験保育

７/11㊏   14:00～15:30 ワクワクサークル
（お花やハーブを植えましょう）

毎週土曜15:00～16:00 キッズバレエ＆リフレッシュ体操（有料）

あゆみ
保育園
☎ 0178
52-2206

７/２㊍   10:00～11:30 フラダンスを体験しましょう
７/３㊎   10:30～11:00 青空キッズ（中央公園）
７/７㊋   10:00～11:30 いちょう公園散歩
７/９㊍   10:00～11:30 夕涼み飾り
７/13㊊   10:30～11:00 青空キッズ（いちょう公園）
７/14㊋   10:00～11:30 草取り、戸外遊び
７/16㊍   10:00～11:30 ビーズサークル
７/17㊎   13:30～14:30 マタニティほんわかルーム
７/21㊋   10:00～11:30 誕生会（４月～７月生まれ）
７/23㊍   10:00～11:30 おいらせクロパ
７/28㊋   10:00～11:30 ポシットづくり、給食体験
７/30㊍   10:00～11:30 おしゃべりサロン
詳細はきらら通信を確認してください

子育て支援センターのサークル活動

職
員
採
用

経
済
支
援

イ
ベ
ン
ト

●
受
験
手
続
き

　

受
験
申
込
書
用
紙
は
、
七

月
三
日
（
金
）
か
ら
お
い
ら

せ
町
役
場
総
務
課
で
交
付
し

ま
す
。
郵
送
を
希
望
す
る

人
は
、「
職
員
採
用
試
験
申

込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

八
〇
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
て

先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
長

形
３
号
）
を
同
封
の
う
え
、

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
験
申
込
書
の
交
付
は
分

庁
サ
ー
ビ
ス
課
、
北
部
出
張

所
で
も
行
い
ま
す
。た
だ
し
、

提
出
は
総
務
課
の
み
で
す
。

●
受
け
付
け
期
間

　

七
月
三
日
（
金
）
か
ら
七

月
三
十
一
日
（
金
）
ま
で
受

け
付
け
し
ま
す
。
郵
送
の
場

合
は
、七
月
三
十
一
日
（
金
）

の
消
印
ま
で
有
効
で
す
。

●
提
出
書
類

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書

②
卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書

③
顔
写
真
二
枚
（
う
ち
一
枚

　

は
申
込
書
に
貼
る
）

　

※
写
真
は
縦
四
㌢
×
横
三

　
　

㌢
、
受
験
前
三
カ
月
以

　
　

内
に
撮
影
し
た
も
の
）

●
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
人
事
係

　

〒
０
３
９
―
２
１
９
２

　

お
い
ら
せ
町
中
下
田

　

一
三
五
の
二

●
採
用
予
定　

①
中
級
試
験
（
短
大
・
専
門

　

学
校
卒
業
、
見
込
み
を
含

　

む
）
／
一
般
職
／
若
干
名

②
初
級
試
験
（
高
等
学
校
卒

　

業
、
見
込
み
を
含
む
）
／

　

一
般
職
／
若
干
名

●
受
験
資
格

①
昭
和
四
十
九
年
四
月
二
日

　

か
ら
平
成
四
年
四
月
一
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

　

高
等
学
校
以
上
を
卒
業　

　
（
平
成
二
十
二
年
三
月
卒

　

業
見
込
み
含
む
）
し
、
活

字
印
刷
文
に
対
応
で
き
る
人

●
留
意
事
項

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
が
な
い
人

②
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被

　

保
佐
人

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

　

れ
、
そ
の
執
行
が
終
わ
っ

　

て
い
な
い
人

●
一
次
試
験
日
程

　

九
月
二
十
日
（
日
）

　

緊
急
保
証
制
度
な
ど
で
融

資
を
受
け
た
中
小
企
業
者
な

ど
に
対
し
、
県
信
用
保
証
協

会
に
負
担
す
る
信
用
保
証
料

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
適
用
期
間　

四
月
一
日
か

　

ら
翌
三
月
三
十
一
日
ま
で

●
対
象　

▽
経
営
安
定
関
連

　

五
号
の
認
定
を
受
け
、
青

　

森
県
信
用
保
証
協
会
を
利

　

用
し
金
融
機
関
か
ら
融
資

　

を
受
け
た
人
▽
町
税
を
滞

　

納
し
て
い
な
い
人

※
助
成
金
の
交
付
は
一
回
限

　

り
で
す
。
平
成
二
十
年
度

　

に
助
成
を
受
け
た
場
合
は

　

対
象
外
で
す
。

●
助
成
金
額　

払
い
込
み
済

　

み
信
用
保
証
料
の
二
分
の

　

一
の
額
（
限
度
額
は
十
四

　

万
円
）

　

平
和
祈
念
祭
を
開
催
し
ま

す
。
多
数
の
町
民
の
参
加
、

献
花
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

八
月
七
日
（
金
）

　

十
一
時
か
ら

●
場
所　

交
流
セ
ン
タ
ー

　

小
ホ
ー
ル

●
日
時　

七
月
二
十
六
日　

　
（
日
）　

九
時
十
五
分
か
ら

　
（
受
付
は
八
時
半
か
ら
）

●
場
所　

下
田
公
園
キ
ャ
ン

　

プ
場
（
雨
天
の
場
合
は
交

　

流
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
い
ち

　

ょ
う
公
園
体
育
館
）

●
申
し
込
み
方
法　

交
流
セ

　

ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

課
に
備
え
付
け
の
申
込
書

　

で
、七
月
二
十
一
日
（
火
）

　

ま
で
に
申
し
込
み

●
問
い
合
わ
せ　

　

交
流
セ
ン
タ
ー（
事
務
局
）

☎
０
１
７
８
・
56
・
４
７
１
１

　

第
十
七
回
青
森
県
民
駅
伝

競
走
大
会
は
、
九
月
六
日
あ

に
青
森
市
で
開
か
れ
ま
す
。

　

町
は
こ
の
大
会
の
代
表
選

手
候
補
（
中
学
生
以
上
）
を

募
集
し
ま
す
。
大
会
に
向
け

て
合
同
練
習
も
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

●
合
同
練
習
日　

六
月
下
旬

　

か
ら
八
月
上
旬
ま
で
。
毎

　

週
火
曜
日
、
金
曜
日
の
十

　

七
時
半
か
ら
十
九
時
ま
で

●
場
所　

下
田
公
園
、
百
石

　

高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
指
導
者　

町
陸
上
競
技
協

　

会
会
員

●
申
し
込
み
期
限　

七
月　

　

十
四
日
（
火
）
ま
で

　

母
子
家
庭
を
対
象
に
親
子

料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

七
月
二
十
六
日　

　
（
日
）　

十
時
か
ら

●
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ

　

ー

●
定
員　

先
着
十
組

●
参
加
条
件　

母
子
家
庭
の

　

親
子
で
、
会
場
に
直
接
集

　

合
で
き
る
人

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
ま
た
は
バ
ン
ダ
ナ

●
締
め
切
り　

七
月
十
七
日

　
（
金
）
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

町
母
子
寡
婦
福
祉
会
事
務

　

局（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
０
１
７
８
・
52
・
７
０
６
６

平
成
二
十
一
年
度

町
職
員
採
用
試
験

信
用
保
証
料
を
助
成

平
和
祈
念
祭
を
開
催

青
森
県
フ
ァ
イ
ン
・

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

県
民
駅
伝
代
表
選
手
を

募
集
し
ま
す

親
子
で
料
理
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う

問
総
務
課　

☎
56
―
２
１
６
６

問
商
工
観
光
課　

☎
56
―
４
７
０
３

問
町
民
課　

☎
56
―
２
２
４
６

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

☎
56
―
４
２
５
９

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

☎
56
―
４
２
５
９

有限会社　北浜葬儀センター

中
級
・
初
級
試
験

電話１本で、どこの病院からでも御遺体を自宅までお運びいたします。

葬儀一式 25 万円から、お客様の予算に合わせてサービスいたします。

お気軽に御相談ください。年中無休。24 時間営業。

おいらせ町二川目四丁目 73-1468　　☎ 0178-53-2614
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※有料広告掲載欄です

戸籍の窓

こんにちは赤ちゃん

お悔やみ申し上げます

５月届け出分。届け出時に、本誌への掲載を希
望した人だけ載せています

Monthly Oirase Information おいらせ町役場☎ 0178-56-2111（代表）　おいらせ病院☎ 0178-52-3111　中央公民館☎ 0178-56-2251　
東公民館☎ 0178-52-2061　北公民館☎ 0176-57-0033　町民交流センター☎ 0178-56-4711　いちょう公園体育館☎ 0178-52-6744
地域包括支援センター☎ 0178-52-7086　老人福祉センター☎ 0178-56-4415　農村環境改善センター☎ 0178-56-5255
いきいき館☎ 0178-52-7095　のびのび館☎ 0178-50-1601　みなくる館☎ 0178-52-3900　学校給食センター☎ 0178-52-3319

工　藤　陽
ひな

　向
た

（信也・奈都美） 一川目
馬　場　恋

れ

　楠
なん

（ 樹 ・ 由 衣 ） 三本木
岩　渕　結

ゆ

姫
き

菜
な

（力・恵美子） 明神下
二川目　美

み

　妃
き

（ 功 ・ え ん ） 二川目
沼　口　侑

ゆう

　龍
り

（貴博・加奈子） 鶉久保
庄　司　己

こ

　桜
はる

（ 仁 ・ 綾 乃 ） 木ノ下
　榊　　ゆ　め （雄一・瞳） 鶉久保
パットナム・スカイラー（ジェレマイアグレン・千恵） 木ノ下
佐々木　梢

こず

　江
え

（ 峻 ・ 直 子 ） 住吉町
坂井田　椎

しい

　奈
な

（佳優・舞子） 木内々
松　林　世

せい

　晴
は

（ 学 ・ 直 香 ） 木ノ下
オルソン・イザベル（フィリップウェスリー・真樹） 鶉久保
澤　上　　燕

えん

（雅俊・由美子） 木ノ下

川　口　已之助 80 藤ヶ森
袴　田　マツヱ 95 向　山
大久保　留　藏 86 上新町
松　林　キ　ヱ 76 木ノ下
永　山　セ　ツ 80 緑ヶ丘
馬　場　岩　藏 90 川　口
馬　場　市之助 85 三本木
松　林　　太 86 木ノ下
石　田　昌　典 72 一川目
村　崎　サクラ 91 秋堂
小　山　智　寛 77 鶉久保
𠮷　田　タ　イ 97 一川目
馬　場　　薫 58 上新町
三　浦　勇五郎 87 一川目
木　村　き　ゑ 86 豊　栄

子
そ
だ
て

町
営
霊
園

お
し
ら
せ

募
集

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
に
該
当
す
る
人
は
、

七
月
中
に
更
新
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

受
け
付
け
期
間
内
に
来
ら

れ
な
い
人
は
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
け
付
け
期
間

　

七
月
一
日
（
水
）
か
ら
七

　

月
三
十
一
日
（
金
）
ま
で

　
（
土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
）

●
受
け
付
け
時
間

　

八
時
十
五
分
か
ら
十
七
時

　

十
五
分
ま
で

●
受
け
付
け
場
所

①
町
民
課
（
本
庁
舎
一
階
）

②
分
庁
サ
ー
ビ
ス
課
（
分
庁

　

舎
一
階
）

●
持
参
す
る
も
の

①
保
険
証（
対
象
者
全
員
分
）

②
印
鑑

③
受
給
者
証
（
平
成
二
十
一

　

年
七
月
三
十
一
日
有
効
期

　

限
切
れ
の
も
の
）

※
所
得
控
除
、
扶
養
人
数
な

　

ど
が
記
載
さ
れ
た
平
成
二

　

十
一
年
度
所
得
証
明
書

　
（
平
成
二
十
一
年
一
月
二

　

日
以
降
に
お
い
ら
せ
町
に

　

転
入
し
た
人
）

おいらせ町の人口
（６月１日現在）

人口 前月比
男 12,190 －   9
女 12,855 －   9
計 25,045 － 18

世帯数 9,165 ＋ 12

　

町
は
、
町
内
に
住
所
が
あ

り
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
〇
歳
か
ら
六
歳
（
小
学

校
入
学
前
）
の
子
ど
も
の
医

療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

●
助
成
の
内
容

①
〇
歳
か
ら
三
歳
児
ま
で

・
入
院
・
通
院
と
も
に
受
給

　

者
負
担
な
し

②
四
歳
か
ら
六
歳
児
ま
で

・
入
院
の
場
合
は
一
日
に
つ

　

き
五
百
円
の
受
給
者
負
担

・
通
院
の
場
合
は
一
カ
月
に

　

つ
き
千
五
百
円
の
受
給
者

　

負
担

●
受
給
資
格
証
の
交
付

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

保
護
者
の
申
請
が
必
要
で

す
。
認
定
者
に
は
受
給
資
格

証
を
交
付
し
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
子
ど
も
の
保
険
証

②
印
鑑

③
本
年
一
月
一
日
に
町
内
に

　

住
所
が
な
か
っ
た
人
は
、

　
「
所
得
課
税
証
明
書
」
が

　

場
所
の
確
認
、
霊
園
内
の

雰
囲
気
な
ど
、
見
て
い
た
だ

く
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

　

墓
地
の
購
入
を
検
討
し
て

い
る
人
は
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

七
月
十
八
日（
土
）

　

十
時
か
ら
十
四
時
ま
で

●
場
所　

町
営
霊
園
駐
車
場

　

青
森
県
は
、
差
し
押
さ
え

し
た
自
動
車
な
ど
の
動
産
お

よ
び
不
動
産
を
、
ヤ
フ
ー
ジ

ャ
パ
ン
が
提
供
す
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
自
動
車
、
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
、
土
地
、

携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
な
ど
が
落

札
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
公
売
の
予
定
時
期　

八
月

　

か
ら
十
月
、
十
二
月
か
ら

　

翌
年
一
月
、
三
月

●
注
意
点

①
青
森
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

公
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
確

　

認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
事
前
にYahoo	Japan	

　

ID

の
取
得
、
公
売
参
加

　

申
し
込
み
（
公
売
の
約
一

　

カ
月
前
）
が
必
要
で
す
。

③
公
売
参
加
申
し
込
み
の
際

　

に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

　

や
銀
行
振
り
込
み
な
ど
の

　

方
法
で
、
公
売
保
証
金
を

　

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
落

　

札
で
き
な
か
っ
た
と
き
は

　

公
売
保
証
金
を
全
額
返
還

　

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

　

納
税
管
理
課

☎
０
１
７
６
・
22
・
８
１
１
１

　
［
県
税
・
市
町
村
税
イ
ン

　

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
］

　

http://w
w
w
.pref.　

　

　

aom
ori.lg.jp/life/tax/

　

htm
l

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
受
験
資
格　

年
齢
三
十
歳

　

ま
で
の
看
護
師
（
取
得
予

　

定
者
を
含
む
）

●
採
用
日　

平
成
二
十
二
年

　

四
月
一
日
か
ら

●
勤
務
場
所　

お
い
ら
せ
病

　

院
●
提
出
書
類　

次
の
書
類
を

　

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

　

だ
さ
い
。

①
履
歴
書
（
写
真
添
付
の
も

　

の
）　

一
部

②
免
許
証
の
写
し　

一
部

③
健
康
診
断
書
（
公
立
病
院

　

発
行
の
胸
部
、
心
電
図
、

　

赤
沈
、
尿
検
、
視
力
）　

　

一
部

●
試
験
日
程

①
日
時
／
八
月
を
予
定
（
後

　

日
通
知
し
ま
す
）

②
場
所
／
お
い
ら
せ
病
院

③
試
験
／
面
接
お
よ
び
作
文

●
勤
務
条
件

①
勤
務
お
よ
び
勤
務
時
間　

　

三
交
代
勤
務
、
週
四
十
時

　

間
②
給
与　

お
い
ら
せ
町
職
員

　

の
給
与
条
例
に
よ
る

③
休
暇
等　

お
い
ら
せ
町
休

　

暇
等
に
関
す
る
条
例
に
よ

　

る
●
申
し
込
み
締
め
切
り

　

七
月
三
十
一
日
（
金
）

　

十
七
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

国
民
健
康
保
険
お
い
ら
せ

　

病
院　

日
ヶ
久
保

〒
０
３
９
・
２
２
２
５

お
い
ら
せ
町
上
明
堂
一
の
一

☎
０
１
７
８
・
52
・
３
１
１
１

　

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま　

　

す
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

　

て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
限
度
額

　

保
護
者
の
所
得
額
に
よ

り
、
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

●
助
成
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

本
年
十
月
か
ら
、
〇
歳
児

か
ら
三
歳
児
ま
で
の
医
療
費

の
助
成
方
法
が
、「
償
還
払

い
」
か
ら
「
現
物
給
付
」
に

変
わ
り
ま
す
。現
物
給
付
は
、

病
院
や
薬
局
な
ど
で
保
険
証

と
一
緒
に
受
給
者
資
格
証
を

提
示
す
る
と
、
保
険
の
適
用

に
な
る
医
療
費
の
窓
口
払
い

が
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

有
効
期
限
内
の
受
給
資
格

証
（
空
色
）
を
交
付
さ
れ
て

い
る
人
に
は
、
九
月
下
旬
ま

で
に
新
し
い
受
給
資
格
証

（
白
色
）
を
郵
送
し
ま
す
。

こ
れ
は
毎
年
更
新
手
続
き
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
期
限

が
切
れ
て
い
る
と
、
医
療
費

の
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
記
載
さ
れ

て
い
る
有
効
期
限
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
医
療
費
給
付
事
業

の
お
知
ら
せ

現
地
説
明
会
を
開
催

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

看
護
師
を
募
集
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

受
給
者
の
更
新
手
続
き

問
町
民
課　
　
　

☎
56
―
２
２
４
６

問
環
境
保
健
課　

☎
56
―
４
２
１
８

問
お
い
ら
せ
病
院  

☎
52
―
３
１
１
１

問
町
民
課　
　
　

☎
56
―
２
２
４
６

●日時　７月８日（水）
　　　10 時から 15 時
●場所　中央公民館
●担当　町民相談員
　　　　柏崎良子

　このたびの口座振替による固定資産税の過誤
徴収につきましては、納税者ならびに町民の皆
さまに大変ご迷惑をおかけしました。直ちに原
因の解明と返金の手続きを行いました。その結
果、６月１日の過誤徴収分の返金を、６月５日

（金）までに完了しました。
　今後、このような事態が発生することのない
よう、電算へのデータ入力の見直しと事務処理
の改善に努めてまいります。納税者ならびに町
民の皆さまに、ご迷惑、ご不便をおかけしまし
たことを、重ねておわび申し上げます。

●問い合わせ　税務課　☎ 0178-56-4704

町民相談 固定資産税の過
か

誤
ご

徴収のおわび

行政相談

●日時　７月 22 日（水）
　　　10 時から 15 時
●場所　中央公民館
●担当　行政相談員
　　　　徳永幸雄
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▽
火
災
が
起
こ
る
た
び
に
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て
現
場
へ
急
ぐ
消
防

車
の
姿
は
、
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
何

度
も
目
に
し
て
い
ま
し
た
。
祖
父

や
父
た
ち
が
屯
所
に
駆
け
つ
け
る

姿
は
、
今
で
も
し
っ
か
り
と
記
憶

に
残
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
実
際

に
炎
が
燃
え
さ
か
る
火
災
現
場
を

間
近
で
見
た
の
は
、
今
回
が
初
め

て
の
体
験
で
し
た
。
枯
れ
葉
や
木

が
燃
え
る
姿
を
見
て
、
あ
ら
た
め

て
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
懸
命
に
消
火
活
動
を
行
う
消

防
士
や
消
防
団
員
の
姿
は
、
今
も

脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。
消

防
団
員
の
皆
さ
ん
と
話
を
す
る
た

び
に
、
強
い
使
命
感
と
誇
り
を
感

じ
ま
し
た
。
火
災
を
出
さ
な
い
よ

う
に
、
当
た
り
前
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
「
火
の
後
始
末
」
を
き
ち
ん

と
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
▽
小

学
校
、
中
学
校
の
運
動
会
で
、
勝

利
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
頑
張
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
ま
し
た
。

勝
っ
た
う
れ
し
さ
で
は
し
ゃ
ぐ
子

ど
も
た
ち
。
負
け
た
悔
し
さ
を
か

み
締
め
る
子
ど
も
た
ち
。
結
果
は

違
え
ど
も
、
そ
の
ひ
た
む
き
さ
は

保
護
者
だ
け
で
な
く
、
会
場
に
集

ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
々
の
心
に

残
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

企
画
課　

広
報
担
当　

松
林
拓
大

編

集

後

記

日・曜 行事名 時　間 場　所 備　　考
1 水 認知症予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館
2 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
3 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ、相談
4 土
5 日
6 月

7 火
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ、看護師の健康相談
１歳６カ月児健康診査 受付／ 12:30-12:45 い き い き 館 対象／平成 19 年 12 月生まれの子ども

8 水
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 理学療法士の運動指導
２～３カ月児健康相談 受付／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象／平成 21 年４月生まれの子ども
乳幼児健康相談 受付／ 13:00-13:30 い き い き 館 月齢は問いません

9 木 転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導
10 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ、相談
11 土
12 日
13 月

14 火
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ、看護師の健康相談
２歳６カ月児健康診査 受付／ 12:30-12:45 い き い き 館 対象／平成 18 年 12 月から平成 19 年１月生まれの子ども

15 水 健口栄養講座 9:30-12:00 北 公 民 館

16 木
町民健診 受付／ 6:45-8:30 北 公 民 館
転倒予防教室 9:30-12:00 の び の び 館 理学療法士の運動指導

17 金 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ、相談
18 土
19 日 愛の献血 10:00-16:00 イ オ ン モ ー ル
20 月
21 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ、看護師の健康相談

22 水
転倒予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館 健康運動指導士の運動指導
９～ 10 カ月児健康相談 受付／ 10:00-10:30 い き い き 館 対象／平成 20 年９月から 10 月生まれの子ども

23 木
転倒予防自主トレーニング 9:30-12:00 の び の び 館
転倒予防教室 11:00-12:00 老人福祉センター 理学療法士の運動指導

24 金
リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ、相談
３歳児健康診査 受付／ 12:30-12:45 老人福祉センター 対象／平成 18 年１月生まれの子ども

25 土
26 日
27 月
28 火 リハビリ健康相談 9:30-11:00 い き い き 館 理学療法士のリハビリ、看護師の健康相談
29 水 認知症予防教室 9:30-12:00 北 公 民 館
30 木
31 金

おいらせ 健康カレンダー７月

※有料広告掲載欄です

　　健診の申し込みを受け付けています　　　

　健診は随時受け付けしています。毎年忘れずに
健診を受け、元気で明るい毎日を送りましょう。
　40 歳から 74 歳の国保対象者には、５月に「健
診申込書・受診しない場合の理由書（青色）」を
送付し、全員に提出をお願いしています。提出し
ていない人は、忘れずに提出してください。
　なお、対象年齢は年度末（平成 22 年３月 31
日現在）の年齢です。

対象／ 20 歳から 39 歳までの人／
後期高齢者医療制度加入者（75 歳
以上、65 歳以上の一部）／ 40 歳か
ら 74 歳までの国保加入者

対象／乳がん（40 歳以上、偶数年
齢の女性）、子宮がん（20 歳以上、
偶数年齢の女性）

●問い合わせ　環境保健課　☎ 0178-56-4218

対象／胃・大腸・肺（40 歳以上）、
前立腺（50 歳以上）

特定健診
（診察・血液

検査）

がん検診
（乳・子宮）

がん検診
（胃、大腸、

肺、前立腺）

1いきいき館 ８/12、11/ ４～ 11/ ６
2老人福祉センター ８/ ９～８/11
3北公民館 ７/16、９/13、10/ ８～ 10/ ９
4おいらせ病院 ８/ ３～ 10/30
5石田温泉病院 ８/ ３～１/30
6三上医院 ８/ ３～１/30
7下田診療所 ８/ ３～１/30

1いきいき館 12/ ２～ 12/ ４
2老人福祉センター 10/28 ～ 10/29
3北公民館 11/12 ～ 11/13

4おいらせ病院 ８/ ３～１/25（ただし 40 ～ 50 歳
代のみ受け付け）

1いきいき館 ８/12、11/ ４～ 11/ ６
2老人福祉センター ８/ ９～８/11
3北公民館 ７/16、９/13、10/ ８～ 10/ ９

受け付け時間／1～3は６時 45 分から８時半まで。4～7は
各医療機関の指定する曜日、時間帯

受け付け時間／1～3は 11 時半から 12 時 45 分まで。4は毎
週月曜日の 13 時から 13 時半まで（要予約）

受け付け時間／６時 45 分から８時半まで

　

平
成
二
十
一
年
度
警
察
官
Ｂ

を
募
集
し
ま
す
。
受
験
年
齢
を

従
来
よ
り
三
歳
引
き
上
げ
し
て

い
ま
す
。

●
受
験
資
格　

昭
和
五
十
二
年

　

四
月
二
日
か
ら
平
成
四
年
四

　

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
受
付
期
間　

八
月
十
日（
月
）

　

か
ら
九
月
四
日
（
金
）
ま
で

●
試
験
案
内
・
申
込
書
配
布

　

七
月
十
七
日
（
金
）
か
ら

●
試
験
日
程

①
一
次
試
験　

九
月
二
十
七
日

　
（
日
）　

会
場
／
青
森
市
、
弘

　

前
市
、
八
戸
市　

合
格
発
表

　

／
十
月
九
日
（
金
）

②
二
次
試
験　

十
一
月
上
旬

　

会
場
／
青
森
市　

最
終
合
格

　

発
表
／
十
一
月
下
旬

●
注
意
事
項　

こ
の
採
用
試
験

　

日
程
な
ど
は
変
更
に
な
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。
受
験
の
際

　

は
必
ず
試
験
案
内
を
入
手
し

　

て
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

三
沢
警
察
署
総
務
課

☎
０
１
７
６
・
53
・
３
１
４
５

　

新
規
学
卒
者
を
募
集
す
る
た

め
に
は
、
早
い
時
期
の
求
人
申

し
込
み
が
効
果
的
で
す
。
職
安

に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
に
職
員
が
訪
問

し
、
受
け
付
け
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
詳
細
は
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
沢
（
三
沢

　

公
共
職
業
安
定
所
）

☎
０
１
７
６
・
53
・
４
１
７
８

　

航
空
科
学
館
は
、
中
国
や
八

重
山
諸
島
で
起
こ
る
皆
既
日
食

に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。

■
日
食
観
測
グ
ラ
ス
づ
く
り

○
日
時　

七
月
十
二
日
（
日
）

　

十
時
か
ら
十
六
時
ま
で

○
場
所　

航
空
ゾ
ー
ン

○
材
料
費　

百
円

○
定
員　

五
十
組

■
日
食
を
見
よ
う

○
日
時　

七
月
二
十
二
日（
水
）

　

九
時
半
か
ら
十
二
時
半
ま
で

○
場
所　

大
空
ひ
ろ
ば

○
参
加
料　

無
料

■
皆
既
日
食
ラ
イ
ブ
中
継

○
日
時　

七
月
二
十
二
日（
水
）

　

九
時
半
か
ら
十
二
時
半
ま
で

○
場
所　

別
館
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

○
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

☎
０
１
７
６
・
50
・
７
７
７
７

			http://w
w
w
.kokukagaku.

			jp/

INFORMATION

警
察
官
Ｂ
の
募
集

新
規
学
卒
求
人
を
受
け
付
け

皆
既
日
食
を
楽
し
も
う
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No adventure, No gain　― 一瞬を一生の思い出に ―

太
平
洋
を
渡
っ
た
八
人
の
若
人
た
ち
は

忘
れ
ぬ
思
い
出
を
胸
に
明
日
へ
羽
ば
た
く

■
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ

　

百
石
中
学
校
三
年　

竹
田
捺な

つ

珠み

　

成
田
空
港
か
ら
十
三
時
間
の
フ
ラ

イ
ト
で
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到

着
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
も
長
い
時

間
、
飛
行
機
に
乗
っ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
、さ
す
が
に
疲
れ
ま
し
た
。

　

米
国
で
過
ご
し
た
生
活
で
は
、
積

極
的
に
話
す
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
最
初
は
恥
ず
か
し
か
っ
た

け
れ
ど
、
勇
気
を
持
っ
て
話
し
た
英

語
が
通
じ
、達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
み
ん
な

は
、
と
て
も
優
し
く
私
に
接
し
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
思
い

出
を
、わ
た
し
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

東
部
上
北
研
究
協
議
会
は
、
四
月

二
十
三
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
の
期

間
、
中
学
生
を
米
国
へ
派
遣
し
た
。

　

お
い
ら
せ
町
か
ら
は
八
人
の
中
学

生
が
本
研
修
に
参
加
。
彼
ら
は
文
化

や
言
語
の
違
い
を
肌
で
感
じ
、
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
を
胸
に
刻
ん
だ
。

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
文
化
や
言
葉

が
違
っ
て
も
、
優
し
く
接
し
て
く
れ

た
仲
間
た
ち
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

■
み
ん
な
の
支
え
で
得
た
思
い
出

　
　

下
田
中
学
校
二
年　

遠
藤
亜あ

衣い

　

四
月
三
十
日
、
わ
た
し
た
ち
は
飛

行
機
に
乗
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

日
本
に
向
け
て
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

帰
り
の
フ
ラ
イ
ト
は
、
来
た
時
よ
り

も
短
く
感
じ
ま
し
た
。
家
に
着
い
た

と
き
は
「
帰
っ
て
き
た
ん
だ
な
」
と
、

少
し
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

米
国
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

と
交
流
で
き
ま
し
た
。
別
れ
の
時
に

は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ジ
ェ
シ

ー
た
ち
と
、
抱
き
合
っ
て
、
泣
き
な

が
ら
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

一
生
忘
れ
な
い
、
貴
重
な
思
い
出

を
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
支
え
の

お
か
げ
で
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
文
の
掲
載
は
、
六
月
一
日
に
開

か
れ
た
報
告
会
で
発
表
さ
れ
た
生

徒
の
コ
メ
ン
ト
を
要
約
し
た
も
の

で
す

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
思
い
出

　

百
石
中
学
校
二
年　

境
澤
南な

帆ほ

　

四
月
二
十
五
日
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ

ー
テ
ィ
ー
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
話
し
ま
し
た
。「
英
語
が
通
じ

る
だ
ろ
う
か
」
と
不
安
で
し
た
。

　

で
も
、
み
ん
な
は
わ
た
し
に
気
を

つ
か
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
友
人
サ
ム
と
の
別
れ
は

つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
、
一
生
の
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　

▽
自
分
に
自
信
を
持
つ
▽
英
語
の

発
音
▽
積
極
性
―
と
い
う
、
自
分
の

目
的
を
達
成
で
き
ま
し
た
。

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
大
自
然
を
満
喫

　

下
田
中
学
校
二
年　

類
家
宏こ

う

平へ
い

　

四
月
二
十
六
日
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
ピ
ー
タ
ー
た
ち
と
湖
に
行
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
カ
ヌ
ー
は
、
操
縦

が
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

　

ふ
と
目
を
向
け
て
み
る
と
、
わ
た

し
か
ら
三
㍍
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ

に
、
野
生
の
リ
ス
が
近
寄
っ
て
き
ま

し
た
。
米
国
の
大
自
然
を
、
思
う
存

な
」
と
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
に
な
っ
た
ア
レ
キ
シ
ス
と

の
別
れ
の
時
は
、
努
め
て
笑
顔
で
振

る
舞
い
ま
し
た
。
で
も
、
別
れ
て
か

ら
は
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

わ
た
し
に
と
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
有
意

義
で
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

　
　

下
田
中
学
校
二
年　

只た
だ

真ま

由ゆ

子こ

　

事
前
研
修
で
前
も
っ
て
準
備
し
て

い
た
「
日
本
文
化
」
の
紹
介
を
、
米

国
の
六
年
生
か
ら
八
年
生
を
対
象
に

行
い
ま
し
た
。
み
ん
な
日
本
文
化
に

興
味
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
練
習

ど
お
り
に
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
少
し
は
日
本
の
よ
さ
を
伝
え

ら
れ
た
と
思
い
ま
す

　

米
国
で
の
滞
在
中
は
、
言
葉
や
文

化
の
違
い
に
当
惑
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。自
分
の
考
え
を
伝
え
る「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
大
切
さ
を
、

あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

■
仲
間
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち

　

木
ノ
下
中
学
校
三
年　

林
大た

い

世せ
い

　

ボ
ス
ト
ン
は
古
く
か
ら
栄
え
た
街

の
よ
う
で
、
伝
統
的
な
建
物
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
松
坂
大
輔
投
手

が
所
属
す
る
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
の
本

拠
地
フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
球
場
や
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
な
ど
、
有
名
な
場
所
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
は

以
前
よ
り
も
積
極
的
に
行
動
す
る
こ

分
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
シ
ャ
プ
リ
中
学
校
と
楽
し
く
交
流

　

木
ノ
下
中
学
校
三
年　

瀧
沢
優ゆ

う

希き

　

四
月
二
十
七
日
、
わ
た
し
は
シ
ャ

プ
リ
中
学
校
で
、
現
地
の
人
と
共
に

授
業
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

生
徒
が
先
生
の
部
屋
に
移
動
し
て
授

業
を
受
け
ま
す
。
日
本
と
は
違
う
と

驚
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
の
英
語
は
、
最
初
は
み
ん

な
に
通
じ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。

で
も
、
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
、
何
度

も
話
し
か
け
ま
し
た
。
通
じ
た
と
き

は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

■
歓
迎
式
典
で
民
族
音
楽
に
触
れ
る

　

百
石
中
学
校
三
年   

日
ヶ
久
保
遥は

る
か

　

シ
ャ
プ
リ
中
学
校
の
歓
迎
式
典

は
、
み
ん
な
満
面
の
笑
顔
で
楽
し
み

ま
し
た
。
米
国
の
民
族
音
楽
を
披
露

し
て
く
れ
た
姿
を
見
て
、「
自
分
た

ち
の
た
め
に
練
習
し
て
く
れ
た
ん
だ

左から境澤南帆さん（百石中２年）、類家宏平さん（下田中２年）、瀧沢優希さん（木ノ下中３年）、
林大世さん（木ノ下中３年）、只真由子さん（下田中２年）、日ヶ久保遥さん（百石中３年）、
遠藤亜衣さん（下田中２年）、竹田捺珠さん（百石中３年）。
彼らは一生忘れられない、貴重な思い出を米国で得た。

Zoom
 Up -2009.July-

Zoom Up

がんばるおいらせ人に
インタビュー _ ❸
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家 族 の き ず な

　
六
月
の
さ
わ
や
か
な
青
空
に
恵
ま

れ
た
い
ち
ょ
う
公
園
で
、
砂
遊
び
を

夢
中
で
楽
し
む
飛
内
さ
ん
親
子
。

　
明
澄
香
ち
ゃ
ん
（
四
つ
）
は
お
お

ぞ
ら
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
。
保
育

園
で
は
「
お
う
ち
ご
っ
こ
」
や
「
お

ま
ま
ご
と
」
が
大
好
き
で
、
い
つ
も

友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
と
い

う
。「
保
育
園
は
毎
日
楽
し
い
よ
」

と
笑
顔
で
ほ
ほ
笑
む
。

　
二
年
前
に
妹
が
誕
生
し
た
こ
と

で
、
明
澄
香
ち
ゃ
ん
は
お
姉
さ
ん
と

し
て
の
役
目
も
し
っ
か
り
こ
な
し
て

い
る
。「
お
料
理
や
お
洗
濯
も
ち
ゃ

ん
と
で
き
る
よ
」
と
話
す
、
頼
り
が

い
の
あ
る
お
姉
さ
ん
だ
。

　
母
の
理
香
さ
ん
は
、
そ
ん
な
明
澄

香
ち
ゃ
ん
を
優
し
く
見
つ
め
な
が
ら

「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
病
気
を
す
る

こ
と
な
く
、
健
や
か
に
育
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
」
と
に
っ
こ
り
。

　
小
さ
な
妹
の
世
話
に
ど
う
し
て
も

時
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ

ん
な
時
に
は
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
明
澄
香
ち
ゃ
ん
。
母
と
の
二

人
き
り
の
時
間
を
、
思
う
存
分
楽
し

ん
で
い
た
。

「
保
育
園
は
毎
日
が
楽
し
い
よ
」

娘
の
満
面
の
笑
顔
に
母
も
に
っ
こ
り

飛
内
明
澄
香
ちゃん   

理
香
さん 

（
染
屋
）

とびない・あすか◦ 2004 年生ま
れ。将来の夢は「お菓子屋さん」
になること。おおぞら保育園に通
う元気いっぱいの女の子。４歳。

とびない・あやこ◦ 1975 年生ま
れ。十和田市出身。夫と娘２人と
の４人暮らし。おいらせ町染屋在
住、34 歳

PROFILE


